
伸
 

相
葉
 

 
 

体
 次
の
 

三
 要
素
を
指
摘
で
き
 る
 。
 

 
 

考
方
 、
 

 
 

民
俗
に
 伴
 

 
 

れ
 以
前
の
 

 
 

 
 

 
 

ぃ
 時
は
 

 
 

寺
の
生
身
 

 
 

ニ
 我
等
 ヲ
 

 
 

向
 が
天
上
 

 
 

座
 意
識
の
 

海
蝕
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。
 

 
 

座
 を
自
 

 
 

国
王
 書
 ）
 

 
 

、
失
徳
 以
 

 
 

疑
っ
て
 い
 

 
 

を
み
と
 め
 

 
 

徳
に
 帰
す
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れ 本日土てかは 神をおと る 
がの 蓮我 かいなは下っをと 儒 

  

  

ス 

  

  
  
  

  
トゲるちめ を ソか、 るの 書 
見学を十位 近 
山脈 決八置代 
そに 定 世にに   
し さ ぅ り てる   
二似 る世一宇 

      ぬ研 t ま、 ウル テュ 原 が てい 



 
 

の
 背
後
に
 

 
 

れ
は
、
 研
 

 
 

の
 （
、
あ
る
 

 
 

世
紀
の
神
 

学
 と
の
基
本
的
相
違
の
面
か
ら
、
見
た
い
。
 

 
 

的
 ク
リ
 

 
 

ヱ
ス
 を
 抽
 

 
 

 
 

 
 

料
の
背
景
 

 
 

く
 、
初
代
 

 
 

し
た
信
仰
 

 
 

否
、
 

 
 

歴
史
的
 ィ
 

 
 

の
と
思
わ
 

れ
る
。
 

 
 

ブ
ト
こ
 

Ⅹ
 
@
 

 
 

成
 的
に
組
 

 
 

神
学
的
 歴
 

 
 

ス
の
人
格
 

 
 

論
 と
し
て
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

律
法
と
 ク
 

 
 

其
 -
 
礎
 。
と
す
 

 
 

へ
の
 問
 

宗
教
現
象
の
比
較
に
つ
い
 ォ
し
 

阿
部
重
大
 

 
 

異
に
し
 

 
 

ウ
ソ
が
 採
 

 
 

会
 に
普
遍
 

 
 

れ
で
先
ず
 

 
 

て
 れ
の
 内
 

 
 

の
 変
種
を
 

 
 

的
 特
徴
な
 

 
 

ら
、
，
て
れ
 

 
 

に
よ
っ
て
 

 
 

導
び
ぎ
得
 

 
 

か
し
ブ
ラ
 

 
 

論
 で
あ
っ
 

 
 

と
し
て
 考
 

 
 

 
 

 
  
 

一
 

 
 

 
 

対
話
と
い
 

ぅ
 態
度
と
通
う
も
の
が
あ
る
。
 

 
 

論
 的
関
 

心
の
深
さ
を
、
そ
の
文
献
批
評
に
明
か
に
し
て
い
る
。
 



 
 

最
早
単
に
 

 
 

己
 背
反
と
 

 
 

と
し
プ
 ・
 
-
 
自
 

 
 

へ
 干
ヰ
 ま
 

 
 

え
る
真
実
 

 
 

立
場
に
お
 

 
 

神
の
前
に
 

 
 

神
と
自
己
 

  

 
 

 
 

は
 全
一
な
 

 
 

製
 す
る
。
 

 
 

自
己
を
転
 

 
 

に
 外
な
ら
 

 
 

こ
 @
 
て
 神
と
 

 
 

に
 摂
取
し
 

目
ら
と
一
な
ら
し
め
る
。
 

 
 

が
 二
を
 

 
 

 
 

る
と
い
う
 

 
 

。
そ
れ
は
 

 
 

で
あ
り
、
 

 
 

い
 て
 、
な
 

 
 

近
 き
れ
た
 

 
 

る
時
 必
然
 

 
 

こ
の
こ
と
 

 
 

な
く
（
 罪
 

 
 

一
 

3
0
 

悪
と
罪
と
偽
 

阿
部
正
雄
 

 
 

背
反
す
 

 
 

を
 克
服
す
 

 
 

，
 的
 偽
善
 

 
 

性
の
自
覚
 

 
 

無
を
介
し
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そ
れ
は
な
 

 
 

と
の
間
に
 

 
 

の
 関
連
に
 

 
 

儀
礼
的
 関
 

 
 

な
 現
象
が
 

 
 

く
 単
純
化
 

 
 

聖
 と
し
て
 

 
 

あ
っ
て
 、
 

 
 

・
ア
ラ
ウ
ソ
 

 
 

の
よ
う
に
 

 
 

の
こ
と
は
 

 
 

ア
ラ
ウ
ン
 

 
 

れ
ね
ば
な
 

ら
ぬ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 



ホ、 

  

イ 

  

  
  

ド 

の 

神 
飯 認 、 
識 

  

  

  
にし お 宗的虚 越 るお - げ 高 び し かされ目なえ 確 らてい荷 化 ぜ 意何 識のそ て 硅 さ 

げ教 ると神の な無る 一 - 対 白                       る己 。 は               め し キ 八 亡 逆この 説に証 

野 

紀 

冗 

己さ ぅニヒ によⅠ 自覚 ヒリ ィ ヒさ 虚 の Ⅰ・ 、て 牙 @ Ⅰ 神と たと るさ」はに とるを 信転 
リ もつと ヌ、 れ倍いはの @, 、 え い 対強 仰せ 

  
服るえ内なていのも 切偽 、 執 二 にと 味所 
しと ざ 在る 自て確撮 り の、 自 律件目 す謂 
ぅ する的 神覚 はさ 偽 ，今節愛 育 ぅ体 6 倍 

 
 

四
 

 
  
 

 
 

の
 創
造
 

 
 

、
こ
の
 恵
 

 
 

の
後
彼
の
 

 
 

Ⅰ
 、
の
 特
権
 

 
 

験
 は
そ
れ
 

 
 

会
を
夢
み
 

 
 

制
限
を
痛
 

 
 

張
る
彼
・
 

 
 

市
上
学
的
 

 
 

く
 彼
、
 
は
 

 
 

か
れ
た
る
 

 
 

か
な
ら
し
 

 
 

彼
に
於
て
 

 
 

識
 す
る
 働
 

き
を
・
な
し
た
の
 て
 わ
る
。
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上
代
支
那
に
 於
 6
 
組
神
僕
祀
の
特
異
性
 

池
田
末
利
 

 
 

，
 
に
十
 
1
.
 

 
 

 
 

題
 が
多
い
 

 
 

 
 

鍛
金
一
 墳
 

 
 

天
子
諸
侯
 

 
 

室
に
 於
て
 

 
 

準
備
的
 儀
 

 
 

供
進
飯
食
 

せ
し
め
る
 正
祭
 て
あ
る
 
@
 
億
 熟
 ）
。
 

 
 

 
 

の
血
 ・
 

 
 

犠
牲
を
解
 

 
 

且
揚
 に
浸
 

 
 

体
 は
ゆ
に
 

 
 

 
 

回
 泰
博
 が
 

 
 

神
の
代
理
 

 
 

て
 飲
食
さ
 

 
 

 
 

さ
れ
る
。
 

 
 

㈲
の
目
的
 

 
 

さ
れ
る
。
 

 
 

と
す
る
 

 
 

斯
る
 儀
礼
 

 
 

り
 ②
へ
の
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ぬ
而
 理
の
宗
教
性
に
つ
い
て
 

｜
へ
一
 

・
 

ゲ
ル
論
理
学
、
特
に
始
 元
の
 

弁
証
法
を
め
 グ
、
っ
 
て
 @
 

石
田
 
慶
和
 

 
 

 
 

る
 見
解
も
 

 
 

考
 

 
 

社
会
的
な
 

 
 

映
と
云
、
ソ
ん
 

 
 

済
 社
会
を
 

 
 

り
 農
業
経
 

 
 

 
 

 
 

事
と
し
て
 

 
 

 
 

「
 殺
 」
 

す
義
と
見
る
（
 任
 大
椿
 詫
 ）
。
 

 
 

献
 ・
 裸
 

 
 

は
極
 

く
 特
徴
的
に
 簡
述
 せ
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

体
解
は
 

Ⅲ
の
時
と
す
る
誼
も
存
す
る
が
合
従
わ
ぬ
。
 

 
 

譲
 が
あ
 

る
が
、
従
い
軽
い
。
 



 
 

つ
干
 
-
 
、
 

 
 

ゲ
ル
は
 有
 

 
 

れ
た
原
理
 

 
 

ノ
 、
、
寧
ろ
 

 
 

る
 有
で
あ
 

 
 

有
 す
る
も
 

 
 

に
 於
て
 相
 

 
 

は
 各
概
念
 

 
 

図
式
で
は
 

 
 

ぬ
の
で
あ
 

 
 

な
る
問
題
 

 
 

ぬ
 展
開
は
 

 
 

よ
つ
 Ⅰ
：
 

 
 

考
え
る
 

 
 

え
 た
立
場
 

 
 

に
 於
て
 自
 

 
 

開
 そ
の
も
 

 
 

成
の
規
定
 

 
 

。
 
て
 れ
を
 越
 

 
 

造
の
原
型
 

 
 

ル
に
 於
て
 

 
 

論
理
的
展
 

 
 

学
 が
彼
の
 

 
 

論
理
的
展
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  釦 8 

  

か穐 れ事 舎故保 ら も 我 てに いのち 開 
ぅ も 論と 

  

異い 我しに株数いで 個 つのの 葦   
我 はいあ え       での あ ，部し 用 ・ 現 " 資ト 籾蔵 決の。 もこ後 ，一 " げ Ⅰ " を投 了 "4 て 行 "   

る分ぅ 在の経 し間倶 、 げ従，，へ お担い Ⅱ 玄 間中朝顔 禽破 た前 品 口   
。 何 げ 
論 「 れ 

泰 理指は 
里 -   の向な 

宗から 
破漢 我 の 喬雰 ㌍ 免傍簗禽嗜夢賓 淳 教表ぬ 

怯 と親   
品十 に五 みあ らる てた中入とのさ 倶 。 にれは破れ 体 裁 と そ 即 



 
  

 

 
 

 
 

だ
 
困
難
 

プ
 
8
)
 

は
広
本
，
 
(
9
)
 
は
略
本
。
 

㈲
 は
梵
文
，
㈹
は
チ
ベ
ッ
ト
 

訳
 
(
c
)
 

ャ
 
 
 
。
 

  

 
 

  

 
 

 
  
 

 
 

 
 
デ
理
 

耳
ル
ト
 

 
 

 
 

京
香
 バ
ミ
 

 
 

 
 

マ
正
 

碩
ル
ョ
 

ノ
ン
 

 
 

 
 ）
）
）
）
）
）
 

 
 

本
 
頚
 
本
 
論
 
註
 
釈
、
 

そ
の
他
 
註
 

害
 

（
 
A
 
 

）
 

 
 

 
 

。
（
ロ
リ
、
 

ハ
 
し
）
 

ば
ら
く
、
次
の
如
く
推
定
し
て
五
度
 

い
 
。
 

三
 
、
更
に
 

附
論
と
 

」
 
て
 
彼
我
品
を
加
へ
た
。
（
 

D
 
）
 

 
 

し
た
 
 
 

キ
は
 

れ
 
り ・ 
  

ノ
て
 

3 ㏄ 、 
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九
 

 
 

ほ
實
と
 自
由
意
志
に
つ
い
て
 

 
 
 
 

を
 中
心
に
 

后
口
 

六
 

徹
 

 
 

さ
れ
 だ
 

 
 

発
展
さ
せ
 

 
 

紀
の
神
学
 

 
 

か
つ
た
に
 

 
 

足
並
に
 神
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

と
 自
由
意
 

志
 の
問
題
を
次
の
如
く
論
じ
て
い
る
。
 

Ⅱ
 

 
 

 
 

 
 

ヒ
コ
 
田
口
（
 

ず
 ）
 

 
 

的
の
た
め
 

 
 

「
そ
れ
 自
 

八
章
と
並
列
さ
れ
た
，
（
 
E
 、
 F
 ）
 

 
 

九
章
と
し
 

た
 。
（
梵
文
末
額
）
 

上
田
嘉
 
成
 

 
 

が
ヨ
 2
%
 

 
 

け
れ
ば
な
 

 
 

ど
う
し
て
 

獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
 

@
 
ヒ
 Ⅰ
 

 
 

曲
 0 」
と
 

 
 

劇
的
分
離
 

 
 

人
間
は
救
 

 
 

い
の
で
あ
 

 
 

「
神
の
忌
 

 
 

い
 。
し
か
 

 
 

憶
 
わ
 憶
も
心
さ
ま
 

 
 

e
c
 
内
ざ
二
口
 

0
 」
 

 
 

る
が
、
 か
 

 
 

」
は
自
由
 

 
 

「
恩
寵
の
 

随
伴
」
が
必
要
で
あ
る
。
 

ゼ
 
り
 

"
@
 

@
"
 

"
 
一
 

 
 

要
 で
あ
 

 
 

 
 

天
理
教
祀
の
世
界
観
 



一
、
せ
 か
い
 及
よ
 の
語
義
、
 

 
 

訃
 @
 
キ
 
Ⅰ
 

 
 

の
 用
語
 

側
 に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
 

 
 

十
二
例
 

 
 

「
 よ
 」
 

 
 

」
に
 於
 

 
 

意
味
 内
 

 
 

に
 全
人
 

 
 

三
十
二
 

例
 Ⅱ
 老
 、
次
は
存
在
の
二
十
五
例
 9
%
 と
い
う
順
に
な
る
。
 

二
 、
神
、
世
界
、
心
 

 
 

世
界
 

 
 

へ
よ
う
 

 
 

す
る
 一
ョ
 

Ⅰ
 

 
 

て
、
世
 

 
 

体
で
あ
 

 
 

身
体
も
 

 
 

の
 身
体
 

 
 

と
レ
 フ
 

教
理
が
生
れ
て
来
る
。
 

 
 

心
だ
 

 
 

@
 
こ
 @
 
ト
ス
 

ノ
 

 
 

外
的
存
 

 
  
 

一
 O
 

 
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

に
発
 

 
 

マ
カ
 

の
、
 、
 

 
 

の
 ら
 」
 

 
 

子
供
 て
 

 
 

る
時
 

「
神
の
心
」
の
「
真
実
」
と
符
合
し
、
一
致
す
る
。
 

 
 

独
立
 

 
 

る
と
 共
 

 
 

く
て
、
 

 
 

 
 
ヘ
ノ
五
 

 
 ，
 
@
 
」
 
1
 

 
 

立
 す
る
 

 
 

の
 身
体
 

 
 

る
と
こ
 

 
 

一
釜
Ⅱ
 
缶
し
 

 
 

時
 極
め
 

て
 明
瞭
に
理
解
さ
れ
る
と
思
 
う
 。
 

 
 

語
例
 

を
 含
む
二
三
の
実
例
を
挙
け
る
と
、
 

こ
の
よ
 ふ
ハ
リ
 い
で
せ
の
た
る
 せ
 か
い
な
り
 

な
に
か
 よ
る
づ
 を
献
の
り
で
せ
 め
 

一
 2
 
Ⅰ
 

せ
 か
い
 ぢ
ぅ
一
 れ
つ
わ
み
な
ぎ
 よ
 た
い
や
 

た
に
ん
と
 ゆ
 う
わ
 さ
ら
に
な
い
 一
 
て
や
 

十
三
郎
 

は
や
 ノ
 
Ⅰ
 と
 応
手
 -
 
ろ
 5
 て
し
い
か
り
と
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と
は
「
 

自
 

 
 

る
 「
始
め
 

 
 

「
自
己
 

 
 

」
で
は
・
 

な
 

 
 

与
え
ら
れ
 

 
 

曲
 
0
 
 

の
 
如
 

 
 

く
な
る
。
 

 
 

「
始
め
か
 

 
 

な
 い
 の
 て
 

 
 

ね
ば
な
ら
 

 
 

自
己
を
始
 

 
 

既
に
自
己
 

 
 

で
あ
る
」
 

 
 

な
ぎ
 
研
 か
 

つ
 と
め
す
る
な
ら
せ
か
 
い
 を
さ
ま
る
 

十
四
羽
 

意
 

士
 ，
正
二
八
 

植
田
重
雄
 

 
 

由
 の
 田
 亡
臣
 
帆
 

 
 

を
も
つ
 て
 

 
 

創
造
す
る
 

 
 

の
 血
か
ら
 

 
 

あ
る
。
）
 

 
 

度
吾
 々

 は
 

 
 

存
在
が
存
 

在
 自
身
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
牽
が
自
由
の
意
味
て
あ
る
。
 

 
 

わ
れ
る
 

 
 

0
 日
つ
口
 
ヰ
 

 
 

己
 」
も
 、
 

 
 

「
自
己
」
 

 
 

の
 関
係
 

 
 

な
る
べ
 き
 

 
 

れ
 掩
わ
れ
 

 
 

そ
こ
に
 響
 

 
 

れ
ば
善
悪
 

 
 

の
 理
性
 の
 

 
 

意
志
の
問
 

題
を
色
々
考
え
て
み
た
い
。
 

ブ
イ
ロ
ン
 
の
 ア
グ
 ，
ラ
フ
 
オ
 ス
・
ノ
モ
ス
に
つ
い
 
ダ
し
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弘典 

  

比 ・ る 々 の 
較な力釈   しい ・ 義 

  てよて   ヌ 、 @.   こ 

ハ け ち トあ 

ま モ ）   

に説哲 るの 済ふ つの の ス 八 発   
幅 ら更の コ   

と ソ想 Ⅰ こ     
関眩 も 一 

  連検つ 二 
か 討も   し な の 

/ 、   
ク リ しり な " 

い 

  アけへ 
ァれ ル 

  Ⅰ 4 ノ一 つ 丈     も がテ 

3 Ⅰ 3 
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P
o
m
 

（
）
の
 

七
ぺ
 麟
の
出
群
 空
 け
に
つ
い
て
 

大
 
清
 

 
 

 
 

不
一
 ノ
 丁
目
に
認
め
ら
れ
る
。
 

 
 

コ
リ
 @
 

 
 

（
 
0
 の
 
l
 ㌧
Ⅰ
 
轄
｜
 

0
%
 
降
 0
 
コ
 ド
 に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
 

 
 

る
が
然
し
 

 
 

斯
 の
 -
 
仲
保
 

 
 

L
 て
い
マ
旬
 

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
 
う
 に
思
わ
れ
る
。
 

 
 

る
 時
、
 

 
 

ゐ
に
 書
か
 

 
 

教
義
に
対
 

 
 

、
キ
リ
ス
 

 
 

こ
の
福
生
日
 

 
 

思
想
、
神
 

 
 

つ
て
、
 イ
 

 
 

仲
保
１
口
 

 
 

ら
れ
る
の
 

で
あ
る
。
 

 
 

口
入
，
 
圭
 

 
 

オ
ゴ
コ
ヲ
 

卸
す
 
l
 

 
 

ミ
 窯
を
以
 

 
 

考
え
ら
れ
 

 
 

 
 

の
ゴ
一
，
 

 
 

明
ち
 

 
 

を
 継
承
、
 

展
開
し
た
も
の
 
ぺ
 
・
、
あ
る
。
 

 
 

㏄
の
Ⅹ
）
 

｜
 

 
 

巾
 Ⅰ
曲
の
 

メ
ヲ
 
の
 
一
 

 
 

思
想
的
、
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

あ
 卜
の
 
コ
 Ⅱ
 

 
 

0
0
0
%
 
ざ
 ・
 

 
 

い
 の
思
想
 

 
 

く
も
の
と
 

 
 

は
 、
彼
自
 

 
 

の
の
思
想
 

と
の
結
び
つ
ぎ
に
お
い
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
，
 

 
 

首
書
 の
 

の
 
Ⅰ
。
 
き
甲
 ㌧
 づ
 
曲
の
翫
 
降
の
コ
ぃ
 
思
想
と
の
間
の
根
本
的
相
違
は
 
、
 
ョ
ハ
 ・
ヱ
 
%
 

 
 

イ
ェ
ス
に
 

 
 

の
 0
 紹
 ㌧
 卸
｜
 

一
一
一
一
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想 、 の入れ 存生た第 述 べ本 
散在にも 一て論   
義 をおのにおに 
の前 けで 本き於 
発提る あ 論たて     
でで太の本 し 

のの ら   
血ろ り 少閑 

前 。 教も究 点 、 
提無的宗 明 に 
せ明原教 の つ 
ずの罪の 一   

のも 

    伝ギ 。 p  、 。 の 想 八口 
  教思 " " も は の り の ク の， 思 、 釣ネ 、 で 

 
 

一
四
 

3
1
 

 
 

は
 キ
リ
ス
 

ト
 教
は
成
立
し
得
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

一
切
り
 

 
 

 
 

究
 に
お
 

 
 

明
 の
な
・
 
さ
 

 
 

も
の
の
 究
 

 
 

か
っ
た
 事
 

 
 

始
源
に
 湖
 

 
 

既
に
 哲
せ
ナ
 

 
 

し
て
の
 キ
 

 
 

数
 も
キ
リ
 

 
 

」
か
ら
 出
 

発
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

迷
妄
 流
 

 
 

労
苦
の
根
 

 
 

者
は
共
通
 

 
 

格
は
全
面
 

 
 

「
生
命
の
 

 
 

瀕
 す
る
 原
 

 
 

 
 

る
 無
明
の
 

 
 

的
 相
異
 と
 

 
 

救
済
 教
と
 

 
 

、
解
脱
 教
 

  



官
長
の
神
 観
 

小
笠
原
春
夫
 

 
 

反
省
と
 

 
 

の
世
の
現
 

 
 

、
就
中
 善
 

 
 

る
 。
 而
し
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

」
が
生
れ
 

 
 

で
あ
り
、
 

 
 

あ
り
、
 虚
 

 
 

な
ら
ず
、
 

 
 

は
 霊
妙
で
 

 
 

返
し
主
張
 

さ
れ
る
。
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

喪
失
歪
曲
 

 
 

こ
と
が
 察
 

 
 

ぎ
な
影
響
 

 
 

て
一
方
 神
 

宗
教
研
究
 

 
 

明
 と
原
罪
 

 
 

う
り
 

ル
タ
 l
 が
％
ル
 ト
 ブ
ル
グ
か
ら
 ウ
 

直
面
し
て
い
た
問
題
は
、
如
何
な
る
 

教
会
を
組
織
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
 

で
 は
告
白
教
会
と
地
域
教
会
と
、
 ど
 

居
 、
大
衆
の
為
に
後
者
を
選
ん
だ
、
 

り
 、
ザ
ク
セ
 ソ
 選
挙
侯
 領
 全
体
に
一
 

小
笠
原
政
敏
 

ィ
ッ
テ
 ノ
ベ
ル
グ
に
帰
っ
て
来
た
時
 

、
又
、
如
何
に
し
て
、
福
音
に
基
く
 

あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
彼
の
 
ヂ
レ
ソ
 

ち
ら
も
欲
し
た
こ
と
で
あ
り
、
 
結
 

先
ず
、
ウ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
に
 
始
 

つ
の
福
音
主
義
教
会
を
建
設
す
る
こ
 

一
五
 

 
 

 
 

 
 

牙
 
t
d
 

Ⅰ
 
エ
、
こ
 

 
 

0
 
課
題
で
 

は
な
い
か
と
考
え
る
。
 

 
 の
 
関
係
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議はろ てるい 根と 

  

考戦 
  察後 
の 

氏 
+ 
集 
団 
  

関 
す 
る 一   三苦 刀 。 プ ; 

教 
  社 
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系
 を
も
 

 
 

は
、
 -
 
て
の
 

 
 

体
系
て
あ
 

私
は
そ
れ
を
か
か
る
性
格
に
 
於
プ
 ・
 
-
 
押
 え
た
い
。
 

 
 

の
の
 記
 

 
 

一
 
，
 湖
ツ
 
～
 一
 

 
 

そ
れ
で
 象
 

象
徴
と
し
て
の
 兄
術
 

小
田
原
荷
輿
 

 
 

て
い
る
の
 

 
 

関
係
に
あ
 

る
 点
は
、
戦
前
と
全
く
同
様
て
あ
る
，
 

 
 

か
君
子
 

 
 

い
 事
例
 て
 

 
 

有
力
者
を
 

 
 

側
 も
あ
る
 

 
 

る
も
の
 

 
 

形
態
は
 、
 

 
 

あ
，
つ
 
-
 
フ
 。
 

 
 

の
 協
力
 

な
 え
て
採
集
し
た
も
の
で
あ
る
ご
 

 
 

0
 本
質
的
 

 
 

に
 対
す
る
 

 
 

を
 二
木
す
も
 

 
 

し
 象
徴
す
 

 
 

も
の
に
 直
 

 
 

。
一
定
の
 

 
 

抽
象
設
定
 

 
 

機
能
を
果
 

 
 

把
握
を
象
 

 
 

味
を
伝
え
 

 
 

性
格
で
あ
 

 
 

 
 

は
 危
機
 

 
 

憶
 q
m
 
づ
お
 。
 

 
 

@
 
の
 。
 一
 、
 

 
 

助
 
（
生
活
 

 
 

象
徴
と
 状
 

 
 

功
利
的
 動
 

 
 

が
 場
の
直
 

 
 

の
で
あ
れ
 

 
 

と
 云
え
 ょ
 

 
 

で
も
、
 危
 

 
 

に
拠
 っ
て
 

 
 

的
 結
果
 へ
 
 
 
 
 

一
七
 

 
 



一
八
 

1
9
 

 
 

 
 

る
 迄
に
は
 

 
 

つ
 Ⅰ
Ⅰ
 

-
@
 
。
 

 
 

功
 し
て
 

 
 

公
私
の
妥
 

 
 

祭
祀
 権
の
 

一
元
化
と
し
て
は
不
徹
底
で
あ
る
。
 

神
仏
習
合
に
 よ
 る
教
理
的
統
一
は
異
質
で
あ
っ
た
。
 

 
 

者
を
求
 

 
 

市
上
学
的
 

 
 

と
 現
実
情
 

 
 

天
照
大
神
 

 
 

ろ
 う
 。
 

 
 

理
 で
あ
 

 
 

て
れ
 は
（
 

コ
ト
 で
お
る
。
 

 
 

Q
 。
 神
 

 
 

々
の
 命
、
 

 
 

々
は
己
が
 

 
 

あ
り
つ
つ
 

も
 、
意
志
的
に
は
一
元
的
に
調
和
し
て
い
る
存
在
で
あ
る
。
 

 
 

イ
ツ
、
 

 
 

 
 

 
 

同
一
す
る
 

こ
と
が
こ
れ
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
 

小
野
粗
放
 

 
 

こ
と
が
 

出
来
る
か
。
 

 
 

、
奉
仕
 

 
 

最
中
心
の
 

 
 

神
別
（
 天
 

 
 

 
 

 
 

結
合
さ
れ
 

 
 

回
 
、
殊
に
 

 
 

君
 
や
起
 

自
 

 
 

0
 
コ
リ
 

0
 
的
の
 

コ
 
J
 

 
 

集
団
内
に
 

 
 

、
共
生
感
 

 
 

る
 
。
（
 

調
 



諸
 ブ
ド
ガ
ラ
説
に
於
け
る
輪
廻
転
生
の
主
体
 

春
日
井
真
也
 

 
 

必
ず
し
 

 
 

い
も
の
か
 

 
 

潮
流
の
中
 

 
 

ほ
想
 系
統
 

 
 

い
る
仏
教
 

 
 

る
 仏
教
 思
 

 
 

面
 を
負
 う
 

 
 

諸
説
が
 ィ
 

 
 

想
 に
応
ず
 

 
 

る
 意
義
に
 

つ
い
て
考
察
し
た
の
で
あ
 

ヮ
 
0
 。
 

 
 

せ
ヴ
 
ヱ
 %
 

 
 

ま
 に
 よ
 れ
 

 
 

ヤ
 イ
ナ
 教
 

 
 

 
 

 
 

行
 に
よ
 

る
 実
現
の
問
題
に
他
な
ら
な
い
。
 

  
九 

ら義 ド るの媒に は 云 す ・ ル ええ 

  
と説 

  
せ意 大 粟 六 プ めく の系 と と 在タ     ； 口 
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片
山
正
直
 

 
 

 
 

 
 

に
 於
て
 、
 

 
 

的
 「
実
存
」
 

 
 

オ
 ・
卑
の
由
 

0
 コ
 ぃ
 

 
 

け
れ
は
な
 

ら
ぬ
。
 

 
 

存
在
」
 

 
 

間
 現
存
在
 

 
 

い
 と
い
う
 

 
 

コ
 」
先
駆
 

 
 

口
 Ⅹ
）
の
（
の
）
）
が
 

 
 

を
 含
め
て
 

 
 

巨
コ
ぃ
 は
 

 
 

て
あ
っ
 

 
 

土
場
を
深
 

 
 

こ
と
の
 明
 

 
 

の
中
に
 、
 

 
 

者
を
 、
最
 

 
 

つ
 た
の
 て
 

M
F
.
 
の
 ガ
汀
罵
は
 つ
い
て
 

32 Ⅰ 

ム
 

 
 

i
 

時
間
・
空
間
の
制
約
を
受
け
な
い
世
界
の
存
在
 
1
l
 

加
藤
高
 
済
 

 
 

：
あ
っ
 

二
 O
 

 
 

マ
 ニ
ス
ム
 

 
 

自
己
の
木
 

 
 

に
 出
立
す
 

 
 

わ
り
を
 回
 

 
 

が
ま
こ
と
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

在
 が
神
 

 
 

有
す
る
と
 

 
 

レ
フ
 -
 
あ
，
り
 

 
 

な
ぎ
存
在
 

 
 

一
に
神
あ
 

 
 

Ⅱ
 岸
｜
 

 
 

「
実
存
」
 

 
 

オ
 ・
の
 
坊
由
 
0
 
コ
Ⅱ
 

 
 

よ
 う
 。
 も
 

 
 

示
教
的
で
、
 

 
 

者
に
と
 っ
 

J
 
：
 
、
 深
い
示
唆
を
与
え
る
も
の
て
あ
る
，
 



 
 

 
 

る
 其
の
儀
で
な
い
も
の
で
 

 
 

 
 

之
は
宗
教
な
り
 又
社
 ・
芸
に
 

 
 

現
実
に
な
 

 
 

無
目
 桂
 、
 

 
 

な
る
と
 考
 

 
 

ス
村
持
論
  

 

い
 世
界
に
 

 
 

あ
三
：
 

 
 

 
 

ち
 得
る
と
同
時
に
、
妖
怪
 

 
 

 
 

り
、
又
 そ
れ
と
同
時
に
 皿
 

 
 

 
 

得
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
 

 
 

プ
 
・
 
-
 
世
の
中
 

 
 

あ
る
と
い
 

 
 

じ
な
け
れ
 

 
 

の
 知
識
で
 

 
 

 
 

之
は
近
代
 学
 と
し
て
の
 立
 

 
 

が
 出
来
る
 

 
 

法
 無
我
で
 

 
 

 
 

の
別
徳
 と
い
う
表
現
に
よ
 

 
 

い
の
か
と
 

っ
て
説
明
せ
ら
れ
 甲
 -
 
い
る
所
で
あ
る
。
 

 
 

て
い
る
も
 

 
 

間
 の
 制
 

 
 

の
で
あ
っ
  

 

つ
て
来
た
 

 
 

 
 

 
 

ぇ
 れ
ば
 自
 

方
が
不
安
定
な
る
存
在
で
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
の
地
球
 

 
 

処
 ま
で
 

 
 

 
 

っ
 て
お
ら
れ
た
」
（
昭
和
十
六
年
頃
）
 

 
 

あ
る
と
 ぃ
 

 
 

な
、
て
 

方
 

 
 

月
口
 

 
 

森
 

 
 

ぬ
る
け
れ
 

老
女
郎
氏
に
よ
る
 
@
 （
昭
和
九
年
度
講
義
）
 

 
 

ュ
場
か
ら
 

  

 
 
 
 

一
一
一
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て
い
よ
う
 

 
 

ヨ
 Ⅰ
。
 ぎ
団
 

 
 

内
の
あ
 マ
 
の
 

 
 

便
 と
し
て
 

 
 

て
 こ
で
は
 

 
 

 
 

0
 才
か
り
る
。
 

 
 

句
 ）
は
 拳
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

苦
 の
 理
 

 
 

ア
ヘ
 Ⅰ
二
と
・
」
 

 
 

ま
之
 

l
 

を
い
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
 

マ
ン
ダ
ラ
に
 卦
 け
る
悪
の
論
理
 

金
岡
秀
友
 

 
 

ま
た
は
 

 
 

は
 人
間
と
 

世
界
の
悪
は
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
 

 
 

簿
 ～
Ⅱ
 

仁
侍
の
 

 
 

ッ
ト
 の
 注
 

 
 

 
 

た
輪
 用
具
 

 
 

、
外
面
上
 

神
の
数
え
方
「
ハ
シ
ラ
」
に
つ
い
て
 

古
事
記
本
文
の
場
合
 

｜
 

鎌
田
純
一
 

 
 

X
 柱
 」
 

（
但
し
「
 X
 柱
 」
は
 ニ
グ
 所
の
疑
問
の
個
所
以
外
す
べ
て
 
-
 
注
 。
 
X
 は
数
字
 

 
 

ほ
 つ
い
Ⅰ
 、
 

 
 

ノ
カ
 

 
 

な
い
。
 然
 

一
一
一
一
 

 
 

ロ
と
 訳
さ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
あ
り
、
 

 
 

レ
 @ 為
 レ
善
 

 
 

も
の
は
 愛
 

 
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
 

船
君
と
方
便
は
不
二
な
の
で
あ
る
 

a
8
%
 
。
 つ
り
せ
 
が
）
。
 

 
 

す
る
に
 

 
 

相
 の
そ
れ
 

 
 

成
仏
の
三
 

 
 

 
 

づ
ゴ
 
生
口
の
 

 
 

ア
ソ
ダ
 
ル
 

 
 

の
で
 ヰ
め
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し
た
 一
 

 
 

 
 

（
 
A
 ）
 
天
 御
中
伸
以
下
天
照
大
神
ま
て
の
直
系
の
神
。
 

 
 

牙
 
し
 l
 
4
 
人
、
 

 
 

の
 街
 

干
 、
と
も
見
ら
れ
得
る
）
 

 
 

日
子
 根
 

神
 。
 

（
 
D
 ）
 
少
 名
尾
古
都
 神
 、
即
ち
神
産
巣
日
神
の
子
。
 

用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
 X
 補
 し
は
、
 

 
 

柱
 の
 筒
 

之
男
命
を
除
く
神
。
 

 
 

曾
孫
に
 

肖
 る
羽
山
月
神
の
子
達
。
 

 
 

る
 長
上
 

に
 対
す
る
場
合
の
会
話
中
に
）
 

（
 
D
 ）
秋
山
之
下
放
壮
夫
、
春
山
之
霞
壮
夫
。
 

 
 

こ
と
が
 

 
 

の
上
、
 

@
 

 
 

柱
神
 」
 

 
 

思
わ
 

 
 

場
 ム
ロ
ト
ム
 

 
 

一
段
低
 

場
合
に
使
用
さ
れ
た
と
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
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い り れと 実なに 帝こ 医 し 

:   24 

  

神 

観 
｜ 

  就 
い 

  て 

こと 生 のと 」 応 答神 て もネ " に 、 はい 我とが 情コ対スな ブ しを 殊 れ神 てを 

    

  

使 /  ガ ; " 又 
月前「 
さ者 X 

  
と   系 「 

対丈 X 

しノ ・ - そ れ」 玉   
る 近は 
な く 皇 
見 、 族 

出要を すに 致 
で新え 

  
  
り古い用い 

侍 ら 
に #. し 
参 る 



 
 

り
、
そ
 

 
 

さ
 @
 レ
 

 
 
 
 

後
、
 ヨ
 0
 コ
 ・
 

口
ロ
由
の
Ⅰ
 

せ
 ・
 

 
 

利
塔
 の
 大
 

 
 

祀
訳
 「
 仏
 

紀
野
一
義
 

塔
と
 廟
に
つ
い
て
 

 
 

な
 神
で
は
 

 
 

重
二
福
音
 

 
 

し
て
居
る
 

 
 

た
と
 

 
 

び
に
対
し
 

 
 

結
果
と
成
 

 
 

神
は
 、
常
 

 
 

げ
 干
、
居
る
 

 
 

失
望
さ
は
 

 
 

っ
 た
で
あ
 

 
 

門
外
漢
子
 -
 

 
 

望
む
も
の
 

で
あ
る
。
 

 
 

二
四
 

 
  
 

 
 

く
な
い
 仏
 

 
 

が
 造
ら
れ
 

 
 

、
仏
陀
 時
 

 
 

ロ
乱
す
ヴ
曲
臣
が
 

・
 

 
 

）
の
 

o
P
 
 

Ⅰ
 

 
 

な
か
ろ
う
 

 
 

生
れ
た
も
 

 
 

 
 

笘
 二
曲
 
が
 
r
 

 
 

づ
 ・
㏄
月
の
）
 

C
 

 
 

ム
め
プ
 

の
 -
 
。
 

 
 

の
も
の
の
 

 
 

る
の
は
 当
 

 
 

銘
文
に
は
 

 
 

塔
は
大
方
 

 
 

か
ら
も
、
 

 
 

か
な
よ
 う
 

 
 

に
ょ
 れ
ば
 

 
 

舌
の
 イ
ン
 

 
 

さ
れ
て
 ぃ
 

 
 

、
塔
セ
形
 

 
 

精
神
的
な
 

 
 

仏
舎
利
塔
 

 
 

と
 呼
ば
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の た 祭 そを 誘 致 者ひそ 

日 

未   古 
代 
の   祭 
政 
関 
Ⅰ 系 
アに Ⅰ ヤ 

つ 

い 

    
多和 んで 然 里数攻 伐） 
岐 代 がは し女が一両のか 

" フ ナ ， L 
廟 墓 なた 
宮 域 も と 

ざぜ由 

  （ 別口が） 臼 
  

  

  
  

ィム   
あ       

    

  

  
変 
遷     
図一 - せ ce （） のの 1. 
示す 

牙 T 
ば 
次 

Ⅱ） り     
 
 

 
 

て
 中
央
 

 
 

を
 判
ず
る
 

 
 

、
祭
政
一
 

 
 

賈
 し
た
方
 

 
 

」
 不
 @
 
」
も
 
、
 

 
 

票
 が
政
を
 

 
 

一
の
こ
と
 

二
五
 

2
6
 

 
 

 
 

然
 的
な
方
 

向
 と
考
え
ら
れ
る
，
 

 
 

較
す
 る
 

 
 

よ
 う
 に
 変
 

乾
 し
て
い
る
。
 

｜
 Ⅰ
男
性
の
優
位
 

女
性
の
優
位
 

｜
 Ⅰ
政
の
優
位
 

祭
の
優
位
 

"
 （
祭
の
政
へ
の
従
属
）
 

（
政
の
祭
へ
の
従
属
）
 

｜
 ：
政
を
掌
る
男
性
と
 

祭
を
掌
る
女
王
と
 

 
  
 

強
か
っ
 

 
 

れ
て
、
 共
 

 
 

神
へ
の
 

 
 

し
プ
 -
 「
 共
 

 
 

」
天
皇
に
 

 
 

も
 、
宗
教
 

 
 
政
策
は
当
時
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
察
せ
ら
れ
る
。
 



道
教
と
庚
申
待
 

徳
忠
 

窪
 

 
 

の
ぞ
ん
 

 
 

芳
に
 上
口
 
け
 

 
 

く
は
除
去
 

 
 

夫
婦
同
会
 

 
 

れ
た
。
 三
 

 
 

相
当
す
る
 

 
 

っ
 遊
楽
的
 

 
 

兎
勒
 

 
 

孝
子
を
祈
 

 
 

を
 査
察
す
 

 
 

と
は
、
 儒
 

家
が
実
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
て
も
推
測
で
き
る
。
 

 
 

%
 落
と
 

 
 

 
 

真
言
や
心
 

唱
言
 を
す
 

 
 

 
 

話
 な
し
て
 

 
 

て
は
な
ら
 

 
 

す
る
。
 万
 

ぱ
 、
他
国
と
の
比
較
を
侯
 っ
べ
 ぎ
で
あ
る
ま
い
か
。
 

戒
律
は
仏
教
僧
尼
の
日
常
生
活
 

動
悉
く
之
に
 由
コ
 ：
批
判
さ
る
 
ぽ
 

も
刑
法
を
知
ら
な
い
国
民
が
良
民
 

べ
 き
て
 -
 
は
な
い
か
。
 

然
る
に
仏
教
に
は
多
種
の
戒
律
 

ず
の
間
に
犯
さ
な
い
よ
う
に
繰
返
 

る
、
律
宗
が
成
立
し
た
の
も
持
戒
 

は
血
い
 か
。
 

大
乗
戒
が
持
た
れ
る
よ
 う
 に
 た
 

乗
馬
顔
 
道
 

を
規
制
す
る
も
の
 て
 あ
 っ
プ
 
、
、
一
挙
一
 

ど
 厳
格
な
も
の
て
は
無
い
と
思
 う
、
恰
 

と
し
て
生
涯
を
終
り
得
る
に
 似
 ¥
-
 
い
る
 

が
あ
っ
 ¥
,
-
 

之
を
忘
れ
ず
、
知
ら
す
 認
 ら
 

し
講
説
す
る
、
布
薩
は
其
の
著
 側
 で
あ
 

の
困
難
な
事
で
証
拠
 立
一
 
。
 
宇
 -
 
い
る
の
 千
 -
 

っ
 て
か
ら
、
五
戒
、
十
戒
、
二
百
五
十
 

戒
律
に
対
す
る
 祀
借
 の 
態
度
 の
 変
遷
 

一
一
山
 

ト
ノ
 

る
 。
そ
れ
は
「
シ
ョ
グ
ラ
」
と
い
う
庚
申
の
弟
子
が
 

か
を
 看
規
 し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
古
く
庚
申
の
日
 

つ
げ
、
結
髪
を
禁
し
た
，
夫
婦
 
同
 裳
の
禁
を
現
行
 ず
 

申
は
 、
開
運
・
農
作
・
 辞
病
 ・
風
邪
・
 家
 ま
た
は
 女
 

が
 、
供
物
を
食
べ
る
と
風
邪
な
ど
の
流
行
病
に
か
か
 

な
び
か
ぬ
 よ
う
 に
祈
る
か
ら
 辞
病
 神
の
色
彩
が
強
い
 

に
の
っ
て
下
降
し
、
翌
日
諸
病
を
持
 
掃
 え
る
と
い
う
 

仰
の
変
形
て
あ
ろ
う
。
他
地
力
に
は
北
斗
と
の
関
係
 

の
 庚
申
待
は
、
道
教
の
三
戸
信
仰
、
道
元
頃
の
庚
申
 

本
曲
信
仰
が
 混
 清
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
 

、
人
々
が
ね
る
 

に
は
、
女
の
鉄
 

る
 部
落
も
あ
る
 

の
守
護
の
神
と
 

ら
ず
長
生
し
、
 

庚
申
は
こ
の
 

が
 、
こ
れ
は
 三
 

も
あ
る
か
ら
、
 

信
仰
、
仏
教
 及
 ふ

否
 

漿
を
 

 
 L
 
ヘ
 ワ
 

風
邪
 

目
糞
 

p
 信
 

日
本
 

む
日
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沈
地
英
学
 

 
 

 
 
 
 

 
 

譚
と
 念
仏
 

譚
 、
 宋
元
 

自
力
性
の
 

般
を
各
 

 
 

且
又
 、
日
 

 
 

の
に
 親
俺
 

 
 

下
話
 師
の
 

教
学
が
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

に
 依
り
 

 
 

 
 

心
緒
」
 の
 

 
 

仏
 観
に
て
 

て
 
3
)
 

 
 

（
無
意
識
 

 
 

教
の
基
本
 

性
格
と
し
て
の
無
我
に
拠
っ
て
 
拮
 帰
し
た
い
。
 

 
 

又
は
他
 

 
 

各
 教
に
て
 

 
 

瓦
師
 に
、
 

 
 

在
る
 て
あ
 

 
 

体
の
性
格
 

二
七
 

宗
教
に
於
け
る
自
力
他
力
の
人
間
学
的
考
察
 



 
 

か
、
縁
ょ
 

 
 

ね
 射
的
と
 

 
 

三
韓
 し
 

 
 

に
は
自
他
 

 
 

 
 

 
 

文
の
、
 。
 
，
，
 

 
 

一
の
も
の
 

 
 

加
え
 一
 -
 
二
 

 
 

す
る
も
の
 

 
 

）
が
 、
気
 

 
 

由
 Ⅹ
 仔
 
Ⅱ
 
ゆ
ヰ
 
㏄
 ｜
 

 
 

、
内
向
性
 

 
 

応
 こ
れ
 セ
 

 
 

他
力
 教
に
 

親
近
性
を
持
っ
も
の
と
な
し
て
 
-
 
置
 ぎ
た
 い
 

 
 

と
し
サ
 ・
 
、
 

 
 

格
が
芙
、
、
 

 
 

と
し
ァ
 
・
 
-
 
ハ
 

 
 

学
的
究
明
 

の
 要
を
提
起
す
る
と
こ
ろ
に
、
当
所
論
の
意
図
か
あ
る
 

 
 

収
 、
佐
 

藤
森
理
致
 授
 
「
自
力
也
 と
 他
力
 叢
 」
 

 
 

怜
氏
 

「
自
力
と
他
力
」
 

後
藤
 

真
 

 
 

今
日
ま
 

で
 継
統
さ
れ
て
い
る
，
 

 
 

-
 
目
 （
 
す
め
 

 
 

上
八
 
比
 
Ⅰ
 Ⅰ
。
 

一
 -
 
八
五
九
年
開
始
）
 

 
 

冶
 元
年
、
 

一
八
六
八
年
開
始
）
 

 
 

の
 ・
 
ア
の
 ）
 

（
明
治
六
年
、
一
八
 ゼ
 三
缶
開
始
）
 

 
 

べ
 
・
 
-
 
上
 
い
り
 

@
 
ハ
回
 

 
 

ネ
 
・
 
-
 
い
 Ⅰ
 
勺
 。
 

 
 

に
 @
 
Ⅰ
 ノ
し
 

 
 

致
と
 交
わ
 

 
 

す
る
の
が
 

-
 あ
 研
究
の
目
的
で
お
る
 

 
 

三
教
 管
 

 
 

の
 翻
訳
出
 

 
 

二
八
 

 
  
 

 
 

 
 

二
八
二
上
・
 三
 
一
一
・
二
一
九
 1
 巴
 一
二
 0
 頁
 

聖
公
会
日
本
伝
道
の
特
色
に
つ
い
て
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小
松
雄
一
唱
一
 

 
 

0
 対
立
 

 
 

に
 信
仰
の
 

 
 

と
し
て
 強
 

 
 

規
定
し
て
 

 
 

其
の
伝
道
 

 
 

等
ぎ
 通
じ
 

て
み
る
こ
と
が
出
来
る
 

 
 

朋
 ）
 の
 

 
 

の
う
ち
 日
 

 
 

港
 正
教
 の
 

 
 

及
 会
衆
の
 

管
理
を
委
ね
て
い
る
。
 

 
 

関
係
 及
 

 
 

割
 
の
問
題
 

 
 

と
し
て
よ
 
@
@
 

 
 

た
 ，
こ
れ
 

 
 

へ
の
真
摯
 

 
 

築
か
れ
て
 

い
る
の
を
入
る
こ
と
が
出
来
る
。
 

仏
教
伝
道
史
上
に
於
け
る
 一
 伝
道
の
類
型
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一
道
 二
 

 
 

明
し
ょ
う
 

と
し
た
一
つ
の
試
み
で
あ
る
 
"
 

 
 

他
 の
 宗
 

 
 

の
一
 都
一
 

 
 

た
も
の
（
 
，
 
-
 

あ
る
。
こ
れ
は
 
一
 0
 代
か
ら
 八
 0
 代
 ま
て
の
男
三
四
七
名
、
 
友
一
五
三
 

名
 、
更
に
職
業
で
は
十
五
種
数
に
百
一
 る
 人
々
て
あ
る
。
 

 
 

等
 の
 発
 

 
 

拉
 し
な
 

 
 
 
 

 
 

に
従
、
 
）
～
 

 
 

首
位
を
占
 

 
 

ガ
 最
低
回
 

 
 

ガ
 仏
教
 四
 

 
 

教
 四
七
 

 
 

と
 っ
プ
 @
 い
 

 
 

五
彩
仏
教
 

 
 

し
 、
基
督
 

金
光
建
造
 

 
 

｜
 ;
 ユ
ン
グ
の
自
我
 ｜
 

斎
藤
昭
 
俊
 

質
 が
比
率
の
中
に
強
く
浸
透
し
て
い
る
点
に
注
意
を
ひ
く
。
 

 
 

「
 柴
 し
 

 
 

後
者
 セ
五
 

 
 

」
態
度
は
 

 
 

間
の
理
想
 

 
 

な
っ
て
 い
 

 
 

 
 

、
 而
も
 

 
 

者
が
神
秘
 

 
 

ぬ
、
 ム
口
 
理
 

 
 

る
こ
と
が
 

調
査
の
結
果
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

代
 、
同
 

 
 

限
り
、
 現
 

 
 

勃
に
 自
然
 

 
 

更
に
各
 宗
 

 
 

し
て
い
る
 

点
か
 了
解
出
来
る
の
で
あ
る
。
 

自
我
象
徴
と
し
て
の
宗
教
 

 
  
 

三
 O
 

 
 

 
 

本
来
の
特
 



 
 

Ⅰ
 

-
 
八
 
@
 

 
 

後
の
烈
 し
 

 
 

ほ
 る
も
の
 

 
 

る
が
、
 人 

 
 

し
た
現
代
 

 
 

々
の
歴
史
 

 
 

表
現
で
あ
 

 
 

得
る
態
度
 

 
 

的
と
さ
れ
 

 
 

関
係
は
非
 

 
 

識
 的
に
は
 

 
 

。
組
織
に
 

 
 

が
 、
そ
れ
 

 
 

た
こ
と
も
 
-
 

 
 

人
間
で
あ
 

 
 

 
 

 
 

型
は
士
示
教
 

 
 

意
識
が
由
木
 

 
 

の
 材
料
を
 

 
 

間
は
集
合
 

 
 

 
 

）
で
あ
 

 
 

意
識
と
の
 

 
 

も
の
と
な
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伊
勢
信
仰
 か
 民
間
に
広
く
伝
播
 
す
 

前
後
の
二
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
 
て
 き
 

期
 に
か
け
て
の
時
代
で
、
こ
の
こ
ろ
 

末
社
）
の
勧
請
が
そ
れ
で
あ
る
。
 
し
 

全
国
に
損
な
く
拡
大
さ
れ
た
と
は
 
申
 

優
位
に
立
つ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
 

が
て
全
国
的
な
信
仰
圏
を
獲
得
し
た
 

世
に
入
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
 
う
し
 

を
 伊
勢
神
明
社
、
と
く
に
田
屋
神
明
 

田
屋
神
明
社
の
形
態
と
し
て
は
、
 

は
 、
氏
神
社
の
境
内
に
附
置
さ
れ
た
 

ヤ
 」
を
建
て
、
そ
こ
に
伊
勢
御
師
が
 

場
の
 
「
御
祓
 
賦
 」
を
行
っ
た
と
こ
ろ
 

社
 と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
 
う
 に
な
っ
た
 

「
旅
屋
」
と
記
さ
れ
て
い
る
形
態
は
 
、
 

は
ま
だ
小
く
、
神
社
化
が
 
陵
昧
 で
あ
 

の
 関
係
は
見
ら
れ
ず
、
そ
れ
と
は
 
独
 る

に
い
た
り
た
時
期
と
し
て
、
凡
そ
 

る
 。
第
一
の
時
期
は
平
安
か
ら
鎌
倉
 

旺
 ん
に
行
わ
れ
た
神
明
社
（
神
宮
の
 

か
し
、
こ
の
期
に
お
い
て
ほ
、
ま
だ
 

せ
な
い
。
む
し
ろ
熊
野
信
仰
の
方
が
 

の
 熊
野
を
し
だ
い
に
駆
逐
し
て
、
 や
 

の
が
、
室
町
時
代
の
中
末
期
か
ら
 
近
 

た
 伊
勢
信
仰
の
飛
躍
的
拡
大
の
事
情
 

の
 成
立
に
よ
っ
て
眺
め
て
み
た
い
。
 

つ
 ぎ
の
三
 つ
が
 考
え
ら
れ
る
。
第
一
 

形
態
で
あ
る
。
境
内
の
一
部
に
「
 タ
 

泊
り
、
そ
こ
を
根
拠
地
と
し
て
旦
那
 

で
あ
る
。
そ
れ
が
の
ち
に
田
屋
神
明
 

（
文
書
の
中
で
、
「
御
旅
屋
」
と
か
 

こ
れ
に
属
し
て
い
る
，
そ
の
規
模
 

る
 ）
。
第
二
の
類
型
は
、
氏
神
社
と
 

立
し
て
社
殿
を
も
っ
て
い
る
も
の
 

一
一
一
一
 

 
 

と
 呼
ぶ
 

が
 、
そ
れ
は
無
意
識
な
の
で
あ
る
。
 

田
屋
神
明
の
成
立
 

桜
井
徳
太
郎
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島
民
が
 
-
-
 

、
 

 
 

て
な
 ろ
 。
 

 
 

織
 を
形
 

佐
藤
正
 
順
 

牡
鹿
牛
島
に
於
け
る
、
 、
、
コ
 
の
機
能
 

 
 

御
師
の
影
 

 
 

、
能
登
 地
 

 
 

）
・
 
-
 ハ
ノ
 
@
 
ク
 @
 
Ⅰ
 

 
 

。
こ
 う
し
 

 
 

か
に
も
 若
 

予
見
ら
れ
る
。
 

 
 

成
立
の
 

 
 

下
 る
た
め
 

 
 

恐
ら
く
 

 
 

ヰ
カ
・
 

Ⅰ
 /
@
 
1
.
l
 

、
 Ⅰ
 -
 

 
 

厨
 以
外
の
 

 
 

こ
へ
伊
勢
 

 
 

-
.
@
 

の
フ
 
の
 

 
 

伊
勢
 信
 

仰
の
史
的
研
究
」
の
一
部
で
あ
る
 
"
 ）
 

一
一
一
一
一
 

3
3
3
 

 
 

紬
 と
家
に
 

 
 

 
 

 
 

手
上
り
を
 

 
 

-
 
く
コ
 2
 行
 

先
 、
順
路
は
左
の
三
つ
に
な
っ
て
お
る
。
 

一
 、
表
 浜
 １
桁
 浜
 、
 蛤
浜
 、
 桃
浦
 、
月
 浦
 、
荻
 浜
 。
 

二
 、
表
 浜
｜
 大
原
、
鮎
川
 

三
 、
裏
 浜
｜
 板
子
 浜
 、
大
谷
川
、
 泊
浜
 、
新
山
 浜
 。
 

 
 

、
 数
取
 

鋳
 、
数
 取
銭
入
 、
 ゼ
ィ
竹
 、
算
木
等
で
あ
る
。
 

 
 

立
て
を
 

 
 

の
 ・
 
ェ
 一
ズ
」
 

つ
 

 
 

れ
，
 
O
 

 
 

る
 。
こ
の
 

 
 

は
 一
家
内
 

 
 

聞
か
れ
、
 

 
 

仏
 お
ろ
し
 

 
 

語
ら
せ
る
 

 
 

に
は
親
類
 

 
 

 
 

 
 

れ
る
。
 

 
 

護
布
 を
授
 

 
 

を
混
 ム
ロ
 
止
 
Ⅰ
 

る
兄
術
 宗
教
的
機
能
と
考
え
ら
れ
る
，
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閏 4 

篠
原
嘉
子
 男
 

 
 

田
 +
 
オ
と
 
は
 

 
 

々
と
入
間
 

と
の
間
を
媒
介
す
る
中
間
者
の
性
格
で
あ
る
。
 

 
 

へ
 
方
 
.
@
 
ノ
 
 
 
・
 
@
 

 
 

以
 Ⅰ
 -
 彼
を
 

朴
 

 
 

な
せ
な
 

 
 

て
あ
り
、
 

 
 

と
か
 

 
 

々
を
迎
え
 

 
 

同
時
に
へ
 

 
 

間
者
の
性
 

 
 

ば
お
の
 解
 

 
 

と
に
な
る
 

 
 

づ
オ
曲
 
Ⅰ
 
0
 
 
の
 

 
 

つ
て
い
る
 

 
 

の
ヰ
ド
 
）
 
め
 @
.
 

の
 

 
 

所
謂
ヘ
ル
 

 
 

曲
 二
ロ
 
ガ
 の
 
ゴ
 の
 

 
 

め
に
彼
の
 

ヘ
ア
デ
ダ
ソ
ー
ン
の
共
同
の
神
 

実
存
の
死
と
限
界
 

時
間
と
の
相
関
に
於
て
 

鈴
木
康
治
 

 
 

の
未
た
 

 
 

あ
る
。
 従
 

 
 

の
 存
在
 可
 

 
 

投
げ
ら
れ
 

 
 

%
 性
の
可
 

 
 

れ
，
 
0
 。
 そ
 

 
 

Ⅱ
 
コ
レ
 
の
 コ
ロ
 
0
%
 

 
 

神
を
伝
承
 

 
 

此
等
の
点
 

 
 

し
 て
 ：
も
 
、
 

 
 

な
 聯
関
を
 

 
 

め
 「
の
を
 如
 

 
 

教
 思
想
の
 

 
 

え
る
べ
 ノ
ざ
 

 
 

て
 二
す
 
ノ
 が
 

 
 

れ
た
の
で
 

 
 

る
 民
族
 神
 

 
 

由
来
す
る
 

も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
 



 
 

事
実
的
な
 

 
 

え
な
い
と
 

其
督
論
 の
一
考
察
 

 
 

0
%
 
城
を
 

フ
ォ
サ
ノ
 
・
 ラ
 
、
神
学
の
基
督
論
序
説
 ｜
 ・ 

 
 

釈
 に
当
つ
 

 
 

ぎ
 も
の
）
 

鈴
木
光
武
 

 
 

的
に
終
り
 

 
 

宣
教
的
 

 
 

論
的
 省
察
 

 
 

 
 

は
 体
験
的
要
素
を
以
て
一
 

 
 

投
企
を
ま
  

 

な
る
啓
示
 

 
 

 
 

自
ら
を
啓
示
す
る
。
啓
示
 

 
 

 
 

て
 看
過
す
る
こ
と
が
出
来
 

 
 

 
 

つ
 啓
示
理
解
が
正
し
い
 
聖
 

 
 

 
 

 
 

い
 。
正
し
い
聖
書
理
解
と
 

 
 

 
 

 
 

媒
介
に
よ
っ
て
止
揚
綜
合
 

す
る
事
に
他
な
ら
な
い
。
 

丑
 に
よ
っ
て
限
界
 づ
 げ
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

論
 的
基
 

 
 

の
根
源
 

 
 

 
 

押
 え
ら
れ
る
。
啓
示
者
 基
 

 
 

 
 

 
 

良
心
の
確
実
性
を
創
造
す
 

 
 

 
 

媒
介
を
得
て
万
人
の
理
性
 

 
 

 
 

 
 

 
 

良
心
の
確
実
性
は
、
宇
宙
 

 
 

 
 

進
止
揚
さ
れ
る
も
の
 
て
あ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
 論
を
前
提
と
し
、
こ
こ
 

 
 

 
 

 
 

：
神
学
が
深
く
し
て
時
代
 

を
 超
え
時
代
に
耐
え
る
所
以
で
あ
る
。
 

る
 "
 

三
四
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関
口
 
慈
光
 

 
 

色
 を
認
 

 
 

高
峰
と
し
 

 
 

壁
と
い
 わ
 

 
 

関
す
る
 教
 

 
 

と
に
依
 っ
 

て
 、
そ
れ
が
察
せ
ら
れ
よ
 
う
 。
 

 
 

ゆ
る
 教
 

 
 

の
 両
輪
の
 

 
 

し
 、
そ
の
 

 
 

斥
 け
 、
 教
 

 
 

あ
る
こ
と
 

を
 古
今
の
特
色
と
し
て
い
ろ
の
で
あ
る
。
 

 
 

仏
教
教
 

 
 

る
が
、
 
一
 

 
 

ぼ
の
経
論
 

 
 

時
 八
教
で
 

 
 

に
田
 ィ
 
・
 
-
 
て
 

 
 

、
三
種
土
 

 
 

致
の
原
則
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報
 
甘
 

天
台
の
教
義
と
実
践
 

天
理
教
伝
道
の
一
考
察
 

@
@
 山
口
県
阿
武
郡
 見
 島
村
の
調
査
 

仙
田
善
久
 

Ⅱ
 

 
 

一
里
犬
 

 
 

島
で
西
側
 

か
 m
 で
東
は
丘
陵
地
と
な
り
平
地
に
乏
し
い
。
 

 
 

端
 の
 大
 

 
 

、
役
場
、
 

 
 

の
 文
化
、
 

経
済
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
 

三
五
 

 
 

な
ら
な
い
 

で
あ
ろ
う
：
 

 
 

の
 原
則
 

 
 

な
る
も
の
 

 
 

じ
て
 来
 

 
 

フ
用
 話
さ
 

 
 

い
て
か
、
 

 
 

生
じ
て
 莱
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ぇ
 ら
れ
て
 

 
 

区
別
し
 /
.
-
 

 
 

に
も
必
ず
 

 
 

清
め
を
 重
 

 
 

業
 に
用
い
 

 
 

補
正
の
 参
 

 
 

田
部
落
の
 

「
お
初
田
祭
り
」
に
見
ら
れ
る
。
 

 
 

日
 に
当
 

 
 

力
 揃
 い
 、
 

 
 

神
主
 

 
 

 
 

て
 の
り
と
 

 
 

座
を
作
っ
 

 
 

人
の
婦
人
 

 
 

」
と
重
日
Ⅱ
Ⅰ
 

 
 

つ
て
食
し
 

 
 

神
主
と
別
 

 
 

き
 番
役
の
 

 
 

ぇ
 、
数
時
 

 
 

入
れ
、
 神
 

 
 

午
後
の
行
 

 
 

お
初
一
刀
・
 

@
 

 
 

三
月
十
二
 

目
 で
あ
っ
た
の
を
、
田
植
前
の
旧
三
月
に
改
め
た
と
 

テ
ラ
 

研
究
報
告
 

田
口
 
貞
夫
 

 
 

間
 個
性
 

か
 、
そ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
る
 
-
-
 
と
を
強
く
念
願
す
る
。
 

 
 

「
哲
学
 

 
 

 
 

 
 

客
観
的
立
 

場
を
離
れ
た
独
特
の
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

あ
げ
ら
 

 
 

者
 に
よ
 つ
 

 
 

ら
れ
る
も
 

 
 

で
 お
る
。
 

 
 

る
こ
と
 

 
 

す
る
こ
と
 

 
 

よ
 り
生
れ
 

 
 

 
 

合
理
的
で
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

三
セ
 

 
 

ベ
ル
 ヂ
ァ
エ
 
フ
に
於
け
る
自
由
に
つ
い
て
 



 
 

 
 

ノ
、
 
望
む
 

 
 

え
ら
れ
 

 
 

 
 

点
が
大
 

ぎ
な
問
題
と
し
て
残
さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

0
 目
 白
 

 
 

放
 が
可
能
 

と
な
り
、
神
の
国
が
出
現
す
る
と
考
え
た
の
て
あ
る
。
 

 
 

彼
が
 

 
 

 
 

、
 「
キ
ス
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
ヰ
 
0
 ）
 
0
 ｜
 

御
上
ト
ス
ト
イ
 
エ
 フ
ス
キ
一
の
世
界
 窩
 」
 

笹
戸
 
亡
の
 

②
⑧
１
ロ
 の
つ
 
「
 
ロ
 
（
色
目
釘
（
（
 
か
 

④
 1
.
 
ロ
の
づ
 

（
 
ロ
 
（
 陣
刃
 の
 
笘
目
 
（
 
か
 

 
 

合
し
た
 

 
 

の
 習
合
に
 

ま
で
達
し
た
段
階
で
あ
る
、
 

 
 

で
、
 応
 

 
 

め
 諸
経
典
 

 
 

も
の
、
 暫
 

 
 

こ
の
 

 
 

は
 諸
仏
の
 

 
 

の
 信
仰
は
 

 
 

逝
 と
ゆ
 う
 

 
 

た
り
す
る
 

 
 

係
は
 見
ら
 

れ
ず
、
む
し
ろ
横
の
関
係
と
思
わ
れ
た
。
 

 
 

）
八
月
 

 
 

日
の
太
宰
 

 
 

か
権
実
の
 

 
 

様
な
解
釈
 

 
 

一
月
 
始
修
 

 
 

十
月
十
四
 

竹
園
 
賢
了
 

権
現
信
仰
の
起
も
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竹
中
倍
 
常
 

 
 

用
い
ら
 

 
 

つ
 た
と
い
 

 
 

に
超
 由
す
 

る
も
の
で
は
な
い
か
。
 

 
 

の
 王
権
 

 
 

未
開
・
 古
 

 
 

れ
が
現
実
 

の
社
会
面
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

研
究
報
告
 

 
 

0
 セ
 ）
 藤
 

 
 

熊
野
、
蔵
 

 
 

等
の
権
現
 

 
 

弔
 -
 よ
 
め
 つ
 

 
 

 
 

山
岳
修
行
 

 
 

 
 

 
 

の
 権
現
 と
 

 
 

、
修
行
者
 

 
 

中
 、
観
音
 

の
 功
徳
と
称
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
 

ホ
 ン
 
ネ
シ
ア
の
 ダ
ブ
 ・
 ｜
 

      
  

 
 

的
 閉
鎖
 

 
 

範
 な
部
分
 

 
 

げ
る
。
 加
 

 
 

フ
一
 賦
課
 

 
 

、
斯
る
世
 

 
 

経
済
・
 制
 

 
 

る
 。
 

 
 

大
 さ
れ
 

 
 

一
つ
と
し
 

 
 

制
を
挙
げ
 

 
 

狭
琳
性
と
 

 
 

強
固
に
な
 

 
 

へ
 き
で
あ
 

ろ
 3
0
 

 
 

権
 の
 聖
 

 
 

ぃ
 づ
れ
に
 

 
 

が
 拡
大
利
 

 
 

作
用
力
を
 

 
 

得
る
。
 

 
 

シ
ア
 の
 

タ
ア
 Ⅰ
研
究
」
の
一
部
で
あ
る
㍉
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舘
 

煕
道
 

 
 

も
の
 て
 

 
 

出
る
か
を
 

 
 

の
 困
難
 ヵ
 

 
 

背
反
て
あ
 

 
 

れ
は
 室
 -
 
実
 

 
 

佳
の
侍
の
笘
の
 

ゴ
 の
 

 
 

離
反
す
 ミ
 

 
 

か
ら
の
 背
 

 
 

を
 契
機
と
 

 
 

v
 、
転
落
 ダ
 
・
 
-
 

 
 

さ
れ
る
に
 

至
る
の
て
あ
る
。
 

 
 

の
 故
に
 

 
 

れ
を
自
覚
 

 
 

す
る
こ
と
 

 
 

も
の
と
し
 

 
 

自
由
 ハ
実
 

 
 

き
ォ
 -
+
 
め
る
 

 
 

し
ょ
う
 と
 

ジ
ェ
リ
ン
グ
の
自
由
と
神
 

 
 

る
 も
 

依
 っ
 

E
.
 

ヲ
 大
 

る
上
上
 ゼ

 ゼ
ロ
年
の
就
職
論
文
 

-
 
の
と
感
性
的
な
る
も
の
 

ノ
 
・
 
-
 
、
並
列
的
な
見
方
に
 

来
 的
な
在
り
刀
を
物
の
 

場
を
出
そ
う
と
す
る
。
 

プ
 -
 
ヵ
ン
ト
 は
独
断
論
の
 ネ
張
 せ
る
悟
性
的
な
 

の
連
続
観
 た
 、
精
神
か
ら
の
出
生
の
区
別
に
 

転
換
 L
 た
 、
連
続
観
は
大
来
的
な
在
り
方
と
 

方
 か
 わ
 考
え
る
か
、
此
を
知
の
方
か
 わ
 考
え
 

そ
し
 /
.
-
 

形
而
上
せ
 
ユ
ヒ
 有
害
な
二
つ
の
認
識
の
 

口
 ①
 

 
 

已
還
 帰
て
 

 
 

裂
を
、
自
 

 
 

に
よ
っ
て
 

 
 

に
 目
覚
さ
 

 
 

グ
の
 自
由
 

 
 

が
 、
そ
れ
 

 
 

に
関
す
る
 

 
 

-
 
Ⅰ
の
シ
 
メ
由
 

 
 

教
 の
 哲
母
す
 

 
 

と
い
う
ト
ム
 

 
 

が
、
 我
々
 、
 

 
 

批
判
に
 於
 

 
 

こ
と
が
五
口
 

々
の
よ
り
深
い
注
意
を
 
び
ノ
、
め
 
て
あ
る
 

就
職
論
文
に
於
け
る
 

カ
ン
ト
の
神
に
つ
い
て
 

田
中
英
一
・
一
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純 ら中参 れ 聞 く るの 地 関                 かもで ゎ の 客粋得あ 純 しで                                                                 
生 

吋 式 
文 が 

研 ィヒ 
  

究 移 
入 女ム 口 

  壱   
教 よ %@ て -   
研 牙 Ⅰ 

は 究   
荒 田 上   

文 の 
イヒ   
断 壕 長   

形批 なが へ をををのの 定感 郎女 拠 の 性   市制があ 惑 % 台 物 が共は畦ちにと 考的 
変 

芋 壷 
商 
    

  
る、 母て霊、 々 日 ばそ頃 を例 " 能始る 造が意 可 な明れ諸天 ウ のに斥はのキ 義 た 内明釣能 ・ つ J と 且 よ 重 

  

  

解 2 



四
二
 

4
3
 

 
 

 
 

 
 

、
現
在
の
縁
起
を
相
 佐
 相
 

 
 

比
 が
生
起
 

考
 」
を
御
参
照
の
こ
と
）
。
 

 
 

中
に
含
む
 

 
 

・
て
の
一
で
 

縁
起
の
 ラ
 チ
オ
・
エ
ッ
セ
ン
デ
ィ
 

 
 

倶
に
無
し
 

と
表
 ぅ
時
 自
性
の
過
に
 陣
 す
と
説
く
。
 

昭
 

田
中
 
順
 

 
 

、
 A
B
 

 
 

 
 

ウ
ニ
ビ
 
も
な
く
）
縁
起
は
 

 
 

 
 

固
持
す
る
も
の
に
 就
 て
は
 

 
 

あ
る
と
 

 
 

め
こ
土
 

、
一
 
｜
 

 
 

 
 

吾
ム
。
は
こ
と
相
違
に
任
意
 

 
 

 
 

ガ
ょ
 

 
 

ン
デ
ィ
は
 

首
狩
に
つ
い
て
 

 
 

ィ
は
 縁
起
 

 
 

無
性
縁
起
 

柳
 

瀬
嬰
商
 

 
 

で
あ
る
と
 

 
 

広
 う
 意
味
 

 
 

故
 宇
野
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

圏
 説
の
考
え
方
も
出
て
い
 

 
 

 
 

、
 私
は
弔
葬
儀
礼
の
 ク
ロ
 

 
 

 
 

，
か
ら
考
え
う
い
だ
一
二
 

 
 

る
と
云
 う
の
 論点
を
中
上
げ
た
い
 

 
 

可
能
な
ら
 

 
 

が
 つ
ょ
 



 
 

し
て
も
、
 

 
 

族
 が
あ
る
 

 
 

の
試
 入
ら
 

 
 

よ
 う
 に
 起
 

 
 

 
 

た
も
の
 

 
 

メ
ラ
 不
ジ
 

 
 

に
 頭
蓋
を
 

 
 

る
に
し
て
 

 
 

ダ
イ
ヤ
、
 

 
 

な
ら
ぬ
 事
 

 
 

へ
の
発
展
 

を
物
語
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 

 
 

あ
る
 

 
 

異
族
の
頭
 

 
 

と
な
っ
た
 

り
す
る
の
か
。
 

 
 

ぬ
た
げ
 

 
 

は
 乾
燥
 葬
 

 
 

と
は
限
ら
 

 
 

文
化
複
合
 

 
 

と
な
っ
た
 

 
 

葬
の
影
響
 

 
 

わ
れ
る
 "
 

研
究
報
告
 

 
 

の
み
七
ホ
 

 
 

が
 「
 聖
な
 

 
 

柱
面
と
見
 

 
 

は
 出
来
な
 

 
 

面
 ）
 と
俗
 

 
 

の
 宗
教
的
 

 
 

の
 意
識
と
 

 
 

は
 個
人
の
 

 
 

用
法
で
は
 

 
 

に
 仝
示
教
 
-
 
て
 

 
 

・
 
-
 
の
 キ
リ
 

 
 

と
 内
在
の
 

 
 

体
 に
対
 L
 

口
三
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ニ
 Ⅱ
 バ
 ー
に
於
け
る
宗
教
の
機
能
 

田
辺
正
英
 

要
す
る
に
 混
 ム
ロ
文
化
の
所
産
な
る
が
故
に
種
々
の
形
態
 

れ
る
。
 弔
 葬
儀
礼
の
種
々
の
相
の
分
布
等
に
つ
い
て
中
 

が
で
 き
 ぬ
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
 

弔
 葬
儀
礼
 

が
一
つ
あ
る
の
で
な
い
か
と
考
え
る
。
首
狩
に
附
随
す
 

一
定
の
生
業
を
持
つ
た
封
鎖
的
な
社
会
の
中
で
の
首
狩
 

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
思
 
う
 の
で
あ
る
。
 

を
 取
る
と
考
え
 ろ
 

上
け
て
い
る
こ
と
 

か
ら
研
究
す
る
遣
 

る
種
々
の
現
象
は
 

0
 機
能
か
ら
説
明
 



 
 

俗
曲
社
会
 

 
 

丘
け
 

 
 

何
 +
 め
，
な
現
 

 
 

に
於
 /
.
-
 

あ
 

 
 

的
ニ
 ゴ
イ
 

ス
ム
の
批
判
は
此
処
か
ら
生
れ
る
 
-
 

 
 

が
ね
ば
 

 
 

定
立
を
可
 

 
 

の
愛
の
実
 

 
 

、
超
越
 へ
 

 
 

の
ォ
 

 
 

へ
の
批
判
 

 
 

越
に
 結
び
 

 
 

へ
の
道
入
 

 
 

め
 上
玉
Ⅰ
ロ
悪
 

Ⅱ
㌧
 

ハ
 

 
 

に
 対
し
 ィ
 
・
）
 

 
 

ぬ
潮
宗
教
 

 
 

可
能
性
と
 

 
 

の
 実
現
可
 

 
 

ら
な
い
 

 
 

い
る
と
す
 

 
 

関
心
を
も
 

 
 

か
る
超
越
 

 
 

点
は
、
新
 

 
 

仏
教
は
 

 
 

同
じ
人
 

 
 

を
 追
究
し
 

 
 

違
性
 と
比
 

 
 

え
て
み
よ
 

 
 

 
 

 
 

し
て
い
る
 

 
 

ら
ゆ
る
 

 
 

C
 Ⅱ
Ⅱ
ロ
ロ
 

年
 

 
 

意
識
の
世
 

 
 

あ
っ
た
の
 

 
 

い
 う
惑
 

 
 

我
欲
と
に
 

 
 

示
す
も
の
 

 
 

コ
 の
の
（
 
自
 

 
 

そ
 ・
れ
を
 
自
 

シ
 ュ
ッ
シ
グ
 -
 
の
悪
 と
大
乗
思
想
に
於
け
る
 

無
明
と
の
対
比
 

玉
城
 
康
 
四
郎
 

 
 

日
四
 

 
   

 
 

特
徴
的
で
 

 
 



研
究
報
告
 

 
 

し
て
い
る
 

 
 

る
こ
と
 

 
 

」
が
破
れ
 

 
 

滅
，
 」
の
 一
 

 
 

性
却
ち
縁
 

 
 

み
 込
ん
 ぺ
，
、
 

 
 

何
な
る
 関
 

 
 

援
 の
の
ま
コ
レ
 

@
 

 
 

は
 同
時
に
 

 
 

二
 %
 
の
之
 0
 ヰ
｜
 

 
 

ば
そ
の
 

 
 

て
い
る
 

 
 

ば
 一
切
の
 

 
 

 
 

あ
り
、
 因
 

 
 

こ
と
と
な
 

 
 

ぃ
が
、
仏
 

 
 

大
乗
の
極
 

旨
 た
る
こ
と
を
表
わ
す
。
 

キ
ヱ
ダ
ケ
ゴ
 ）
ダ
宗
教
思
想
の
形
成
 

１
１
と
く
に
 
へ
 Ⅰ
ゲ
ル
と
の
連
関
を
・
 
通
 L
 て
｜
 

田
丸
 
徳
善
 

 
 

も
亦
、
 

 
 

し
た
も
の
 

 
 

考
え
ら
れ
 

 
 

る
，
就
 

 
 

後
者
 則
 ら
 

 
 

の
中
に
へ
 

 
 

か
い
変
遷
 

を
跡
 づ
け
 ぅ
る
よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

へ
 ）
 ゲ
 

 
 

謂
わ
ば
 
へ
 

 
 

を
全
体
性
 

 
 

「
個
人
主
 

 
 

は
 彼
は
 、
 

 
 

る
と
言
 っ
 

て
よ
い
。
 

 
 

に
な
る
 

 
 

も
の
ま
）
（
 

 
 

著
に
お
い
 

四
五
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大祖 

祭 
  
  
        
芽フ 

オも 

  

  
    
    
祭 て 
」 重 
十文 

イ 太 
実 ， 哲る 批に るて彼 たそ 

  
ラ 良 は 

  
ノン   
  

  
きヌ、 きに イ 

  

るの 裏視 
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研 

究 

報 

告 

田
村
 

勇
 

 
 

 
 

特
に
先
 

 
 

が
 、
今
回
 

 
 

令
 と
の
 関
 

 
 

理
丘
 依
 っ
 

て
、
 少
し
く
詳
細
に
試
み
た
い
と
思
 う
 。
 

一
 

 
 

つ
い
て
 

一
言
し
て
お
く
。
 

 
 

し
た
 拮
 

 
 

我
国
戦
後
 

 
 

四
芸
 の
 

 
 

観
察
す
 

 
 

の
 観
念
 

 
 

追
憶
 と
 

 
 

酵
 バ
ン
 

 
 

容
 と
な
 

 
 

続
 ・
入
信
の
條
 件
は
 つ
い
て
 

１
１
特
に
年
会
と
入
信
と
の
関
連
に
つ
い
て
 ｜
 

つ ・ 一結 Ⅰこ ろ 
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四
七
 

 
 

の
間
顕
に
 

 
 

論
の
方
法
 

 
 

本
数
を
選
 

 
 

、
新
鮮
な
 

 
 

及
び
 私
自
 

 
 

 
 

著
名
な
 

 
 

年
期
で
あ
 

 
 

致
し
て
い
 

 
 

結
果
は
 、
 

 
 

居
り
、
 全
 

 
 

後
れ
て
 ぃ
 

 
 

者
に
 放
 い
 

 
 

割
愛
す
 

る
 。
）
 
一
 
"
 一
 
"
"
 

 
 

の
で
あ
 

 
 

て
ぅ
と
ず
 

 
 

く
 。
 

慈
悲
に
関
す
る
諸
問
題
 

1
1
 慈
悲
 
魔
｜
｜
 

田
村
芳
朗
 



穴
恩
席
 ）
的
な
る
も
の
と
云
え
 
よ
う
 。
 

 
 

小
乗
 仏
 

 
 

る
空
 ・
 曲
 

 
 

」
（
 
ヌ
 ・
 
く
 

 
 

一
一
 
つ
 に
介
 

 
 

 
 

「
 
小
 慈
悲
」
 

 
 

 
 

さ
れ
、
後
（
Ⅱ
小
兵
 

 
 

大
悲
に
の
 

 
 

仏
教
 

d
.
 

、
 

 
 

の
 評
言
を
 

 
 

越
性
 で
あ
 

 
 

 
 

的
な
 、
 

（
一
一
一
リ
 

 
 

仏
教
内
に
 

 
 

悲
行
 を
実
 

 
 

）
回
ゅ
想
が
 

（
四
）
 

 
 

縁
の
大
悲
 

 
 

無
我
的
 
愛
 

 
 

ガ
，
へ
 
l
 

 
 

・
）
の
 

字
 

 
 

る
 ，
そ
れ
 

 
 

）
に
 至
 

  
  
+ は 鎌 
  
新 

倉 

  新 
ぎ ）   ( ム 

ホ卑㌍ 

教 
， 目 、 

思 
想 木目   
も の 
必   

存 
  
  
広 尾 
統 
  

警光 
す   
立 " 

ョ事 

 
 

一
七
等
 

参
照
 

二
 、
悲
歎
述
懐
和
讃
 

三
 、
援
リ
ユ
 
ゴ
 ・
 し
 0
 的
コ
 
）
の
 
三
 （
 
、
 ）
 ，
 や
 い
 ・
㏄
Ⅱ
 

A
l
.
 
㏄
Ⅰ
の
 

 
 

 
 

 
 

頁
 

三
三
八
等
参
照
 

 
 

奉
詔
 

五
 、
維
摩
経
「
間
 疾
品
 」
 

六
 、
首
 肪
嚴
 経
巻
 九
 

セ
 、
唱
法
華
韓
日
 紗
 。
小
乗
大
乗
分
別
紗
季
 

猜
 、
中
村
元
 著
 「
慈
悲
」
参
照
 

 
 

匝
 ・
」
等
と
 

（
七
）
 

難
じ
た
。
 

  

四
八
 

 
 

吾
一
「
如
来
 

 
 

し
 包
む
 

 
 

 
 

お
こ
り
、
 

 
 

 
 

 
 

Ⅱ
摂
受
）
 

田 9 



者
に
与
 材
 と
し
て
与
え
ら
れ
た
既
製
 

宗
教
体
験
と
思
索
に
濾
過
さ
れ
 
錬
え
 

れ
る
、
こ
の
過
程
を
通
じ
、
前
後
の
 

互
 関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
ぬ
ば
な
ら
 

さ
て
、
鎌
倉
新
思
想
の
母
胎
た
る
 

っ
は
 、
す
こ
ぶ
る
現
実
肯
定
的
論
理
 

仏
教
本
莱
の
否
定
を
通
し
て
の
高
次
 

稀
薄
に
な
っ
た
の
で
お
っ
て
、
華
厳
 

大
日
如
来
の
 呈
奈
羅
 世
界
、
天
台
の
 

相
 、
或
は
即
身
成
仏
等
こ
と
ご
と
く
 

し
か
し
て
、
鎌
倉
仏
教
各
祖
師
 
達
 

か
か
る
思
惟
方
法
へ
の
対
決
か
ら
は
 

門
 を
わ
か
っ
新
宝
樹
立
の
根
拠
も
 、
 

道
元
の
諸
法
参
学
の
初
発
心
も
 、
帰
 

き
時
の
伝
説
の
顕
密
の
主
流
を
な
す
 

底
的
 否
定
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
こ
れ
 

道
の
風
韻
傭
夫
」
「
は
ず
べ
 
き
 こ
と
 

拒
否
さ
れ
た
。
 

然
る
に
、
彼
等
の
新
し
き
 教
説
に
 

ぬ
 思
惟
が
、
末
法
の
無
常
と
自
己
否
 

面
 に
押
し
出
さ
れ
て
く
る
。
法
然
の
 

生
死
を
こ
え
て
わ
づ
ら
 
ぅ
 こ
と
な
く
 

畷
 」
、
道
元
の
「
実
相
諸
法
」
 コ
 
初
心
 

力
 復
活
し
、
踏
襲
さ
れ
る
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の
 歴
史
的
伝
承
的
思
想
が
彼
独
自
の
 

直
さ
れ
、
新
し
い
思
想
へ
と
組
織
さ
 

思
想
の
変
化
、
体
験
と
思
想
と
の
 
相
 

コ
 
Ⅴ
 
中
古
顕
密
諸
宗
教
思
想
の
特
色
の
』
 

傾
向
を
有
す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
 

の
肯
 ・
定
に
お
け
る
、
 
否
 ・
 
定
 的
要
素
が
 

の
 法
界
縁
起
、
事
々
 無
擬
 、
真
言
の
 

一
塊
三
諦
・
一
念
三
千
の
諸
法
案
 

現
実
肯
定
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
 

の
 出
発
は
、
ま
さ
に
伝
承
的
思
想
の
 

じ
 ま
つ
だ
。
即
ち
、
法
然
が
聖
浄
 
二
 

草
 鸞
の
罪
悪
 浄
 重
の
凡
夫
の
自
覚
も
 

朝
 第
一
の
弁
道
も
、
こ
と
ご
と
 
と
、
、
 

諸
法
実
相
論
、
即
身
（
 心
 ）
成
仏
の
徹
 

ら
は
「
も
っ
て
の
ほ
か
」
「
先
肩
 
外
 

た
と
え
る
も
の
な
ぎ
」
も
の
と
し
て
 

お
い
て
、
一
度
、
拒
否
さ
れ
た
肯
定
 

定
を
媒
介
と
し
て
再
び
積
極
的
に
前
 

「
現
世
す
く
べ
き
ょ
 ぅ
 は
」
 ず
 （
 

、
 真
鸞
 に
お
い
て
「
不
断
煩
悩
 得
浬
 

弁
道
大
証
全
体
」
等
、
伝
統
的
論
理
 

5
0
 

四
九
 

 
 

 
 

 
 

 
 

国
 古
代
の
 

 
 

ね
 び
と
」
 

 
 

あ
っ
た
の
 

 
 

は
こ
の
こ
 

 
 

常
世
か
ら
 

 
 

み
た
い
。
 

 
 

座
し
て
 

 
 

に
 盆
花
、
 

 
 

ぽ
 社
地
の
 

 
 

時
の
関
係
 

 
 

ビ
 ある
こ
 

 
 

し
て
い
た
 

土
谷
博
通
 

｜
 。
隠
岐
 
国
 客
の
社
を
中
心
と
し
て
ー
。
 

客
神
の
 
一
 研
究
 

 
 

彼
等
 独
 

 
 

る
点
 て
あ
 

 
 

れ
な
く
な
 

 
 

し
ノ
 
。
 
-
 
仁
一
株
 

 
 

易
 に
受
容
 

せ
ら
れ
、
独
自
の
生
命
を
失
っ
て
行
っ
た
の
て
あ
る
 

"
 



註 註 

も 

  
  

ぃ 神民 
詫 註註   6 氏 5 4 

日   

  

'J-Cl 
  

    
      

  拙 海 
誌 よ 

隆一 
参     五 

  

照 流 O 
れ 

  
  

  
  
  
大 
藤 
肝拝     彦 
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と
し
て
 

 
 

）
を
描
く
 

を
 投
げ
 
，
 
汝
 

ウ
フ
ヘ
ク
 

 
 

田
 で
狭
 

 
 

 
 

マ
 
@
 コ
 
オ
フ
フ
ス
 

マ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

菅
 ム
百
は
 
互
 

 
 

嘗
 祭
の
神
 

 
 

 
 

 
 

で
 お
る
。
 

サ
ケ
 

 
 

外
 な
ら
 

ね
 。
 練
卸
蠕
如
 
W
 期
 血
ぃ
臓
卜
 
旺
舩
皓
 
捷
 い
沖
 
㍾
 肺
珊
椅
ぷ
 

 
 

 
 

ニ
 %
 ギ
 

 
 

も
濱
蜘
ぶ
 

 
 

儀
を
 田
小
わ
 

 
 

歌
で
あ
っ
 

 
 

め
 廷
の
農
 

 
 

し
て
民
間
 

 
 

て
い
た
こ
 

と
は
明
瞭
で
あ
・
 
る
 。
 

 
 

た
の
 

 
 

大
武
朗
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問
題
 

戸
田
義
雄
 

 
 

る
 限
 り
 

 
 

争
い
に
 於
 

 
 

認
め
ら
れ
 

 
 

昭
 大
神
の
 

 
 

、
こ
と
よ
 

 
 

神
 信
仰
は
 

 
 

の
神
は
 、
 

 
 

右
 の
も
の
 

 
 

て
 、
、
 
王
伸
 

 
 

た
と
す
る
 

 
 

至
っ
た
 

 
 

」
所
載
 

 
 

照
 ）
然
る
 

 
 

ビ
ノ
 神
と
 

 
 

場
し
、
そ
 

 
 

反
し
、
 カ
 

五
一
 

 
 

こ
と
に
 

 
 

下
る
こ
 

と
は
な
か
つ
た
 



神
主
 ィ
デ
才
百
ギ
 ー
と
原
人
 々

デ
牙
百
ギ
｜
 

中
沢
 
沿
樹
 

 
 

題
 と
な
 

 
 

ぢ
 ）
 ノ
 ・
 
デ
 

 
 

ン
の
ロ
 

 
 

は
、
 王
が
 

 
 

む
 。
こ
れ
 

 
 

の
の
 
ヱ
く
笘
 
～
 

 
 

儀
劇
 に
よ
 

 
 

ソ
 を
中
心
 

 
 

と
 思
惟
 せ
 

 
 

学
的
見
地
 

 
 

の
母
系
性
 

 
 

ハ
 
ン
ら
 Ⅰ
 
せ
 る
 

 
 

候
 は
 、
己
 

 
 

カ
ム
 ス
 

 
 

つ
 た
の
 て
 

 
 

神
は
 タ
ヵ
 

 
 

事
記
伝
、
 

 
 

且
 つ
、
 

 
 

 
 

五
二
 

  

5
3
 

 
 

 
 

ら
れ
て
お
 

 
 

し
た
前
十
 

 
 
 
 
 
 

 
 
い
た
こ
と
 

レ
ム
の
 ダ
 

 
 

ァ
オ
口
 

 
 

ク
 の
ら
 

 
 

王
と
 祭
司
 

 
 

お
い
て
は
 

 
 

 
 

い
て
は
 創
 

 
 

八
章
の
 ッ
 

 
 

 
 

人
 と
は
、
 

 
 

あ
る
。
 前
 

 
 

の
間
に
見
 

 
 

範
鴫
に
属
 

 
 

の
 ）
に
お
 

げ
る
宇
宙
論
的
 思
辮
 的
な
概
念
で
あ
る
、
 

 
 

単
 に
 原
 

 
 

ど
う
か
 

大
 で
あ
る
 

で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
厳
密
な
 

検
討
を
要
す
る
。
 



あ い一   
，む               

  

縁 
起 
観 
の 
  
- 所 見 

占   

解 組合 " 断元つ 此等 " の る 戟 われわで 

ョつ面く 是く は   
明   ・グム 口 

ギ諾 なを な 無の @, づ   期 
Ⅰ て二 

朔ス   ヰノ 

る 
ィム   教 

中 ， 思 、 

オ見 ， 中 、   史 

に ど虹 補 L.r い 新 いないな機 。 再て 好 上 
も輪 方ィムこ 検も析 の   

豆頁 ぷ 口 

亡心   

とあ る て 尊に 識発 清三 脱 

  

次り 草臥 た筒 等覚め身 れ 
第 の高教 と 研の乗得田 得 

で体覚 あ 験の論 のい う                                         

  ぅ べ理 論が一のにと か視 で見 " 一二め 後の 。 @ 一 定を 
ぎ のり点、 わら有毒 毒媒   
  

と ジカ，一 しは と と いでお っ 釈尊唯の聖の 

お 4 



 
 

か
れ
 ィ
 -
 
見
 

 
 
 
 

 
 

明
治
 互
 

 
 

専
制
の
体
 

 
 

 
 

よ
る
で
 

 
 

議
院
設
立
 

 
 

な
ら
な
 

 
 

て
興
揚
す
 

 
 

の
 旗
振
り
 

 
 

弾
圧
が
加
 

 
 

の
頃
（
 十
 

 
 

 
 

 
 

さ
れ
る
 

 
 

っ
 て
。
 
v
 
も
 二
 

 
 

ヘ
ミ
こ
 
で
 -
 
よ
 
め
 

 
 

科
学
的
 ヱ
 

 
 

ぇ
は
、
現
 

 
 

に
 順
応
す
 

 
 

の
 「
教
育
 

 
 

く
、
対
キ
 

 
 

に
独
 通
観
 

 
 

論
 」
 旦
 ・
 
仏
 

 
 

ソ
立
 ソ
ル
 

中
野
 
幡
能
 

 
 

、
既
成
 

 
 

の
事
を
八
 

 
 

0
 目
的
 ぺ
 -
 

あ
る
。
 

 
 

通
園
 の
 

 
 

肥
沃
な
 土
 

 
 

て
 、
強
固
 

 
 

景
行
天
皇
 

 
 

制
社
 ム
目
は
 

 
 

任
ぜ
ら
れ
 

て
一
応
治
っ
た
わ
け
て
も
る
 
，
 

 
 

 
 

 
 

い
る
 分
仁
 

 
 

白
鳳
 期
 ・
 
の
 

山
岳
宗
教
と
八
幡
信
仰
 

 
 

五
四
 

3
5
 

 
 

観
念
論
に
 

 
 

ぇ
ば
 七
の
 

 
 

拘
ら
 

 
 

質
が
露
 

骨
 に
現
わ
れ
た
例
で
お
る
。
 



研
究
報
告
 

 
 

改
新
は
 

 
 

地
方
神
と
 

 
 

占
め
 
-
 
勺
 

わ
ば
国
造
字
性
氏
は
追
放
的
な
存
在
に
な
っ
た
。
 

 
 

た
 の
 つ
 

 
 

ら
れ
る
 辛
 

 
 

入
っ
て
 来
 

 
 

へ
 
、
の
平
地
 

 
 

m
 岳
 信
仰
 

へ
と
移
行
す
る
。
 

 
 

に
 伊
予
 

 
 

係
 が
入
ら
 

 
 

め
 大
神
幸
 

 
 

八
幡
信
仰
 

が
 完
成
ず
る
。
 

 
 

寺
 よ
り
 

 
 

御
許
 由
の
 

 
 

半
島
の
山
 

 
 

が
て
山
岳
 

 
 

同
一
山
中
 

に
 寺
社
の
同
化
す
る
新
し
い
形
式
を
生
人
出
し
一
 
，
、
い
 

る
 

中
村
 

冗
 

 
 

し
た
た
 

 
 

づ
 く
 ア
 ・
 
シ
 

 
 

盃
音
 が
国
 

 
 

わ
れ
た
の
 

で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

一
力
 王
 

 
 

思
想
・
 信
 

 
 

 
 

碑
文
に
 

 
 

認
め
ら
れ
 

 
 

と
を
教
え
 

 
 

あ
る
。
 諸
 

 
 

か
れ
て
 ぃ
 

 
 

な
い
も
の
 

 
 

い
る
の
で
 

は
な
い
。
 

 
 

し
て
 他
 

 
 

教
 ・
ハ
ラ
 

 
 

護
し
 援
助
 

五
五
 

ア
 シ
ョ
ー
 ヵ
 王
に
お
け
る
信
教
自
由
の
問
題
 

鍋 6 



産 桁行 を 力起 るのはかも と 活 鞍傷ま し 

ほ おた え 所 坦坦のの謹こ 真竹 と 保とが動くしたた 最の ム 、 コ 。 

  
  
  

  

て の い 

  

をか事 復申 
似 らのる 山 
て解機と 太 悪 郎 直ちヒヒ 氏 」秋さ 育 ㌧、 の ｜ 谷 
は れ目 信 は 
祭た 的を こ 口 
儀 こを生の 

祭   
的だ 過は悪 

申   
に 傍生年い 

        心、 な         
が し 理 週内た 運っ ら、 康 

  
  

5
7
 

五
六
 

 
 

 
 

争
の
意
識
 

 
 

い
 形
と
想
 

 
 

口
を
 つ
 ぎ
 

 
 

形
の
中
に
 

 
 

発
生
的
な
 

意
義
と
機
能
と
を
問
わ
れ
は
な
る
ま
 い
 。
 

 
 

の
 支
配
 

 
 

常
 的
な
爆
 

 
 

封
建
的
な
 

 
 

、
 瑚
弄
責
 

 
 

 
 

な
 機
能
 観
 

 
 

つ
 
ィ
 .
 
J
 
ヘ
 
ノ
 -
 
 
@
4
 

ル
 
Ⅰ
 

 
 

よ
り
も
、
 

 
 

へ
の
 額
慮
 

か
ら
出
発
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
 

 
 

あ
り
、
 

 
 

除
 儀
礼
の
 

 
 

端
的
な
表
 

 
 

し
て
そ
の
 

 
 

観
の
様
相
 

 
 

の
神
系
の
 

 
 

す
る
よ
 り
 

 
 

 
 

の
証
左
、
」
 

を
 見
出
し
て
ゆ
き
た
 
い
，
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  ③② ① 

神 学 席 背甲 参 照中 
取持ち後住 含 めせ Q1 。 間を宗 題 

  
での入み在に 啓 古きはそ 場 普し 田 
あ 拝 聞 るが 於示 9 、 トアの会通 て 

  

  

しの 忘 るなの 機言 。 スの てと で 
て場 雨間 つ 人とっ ぞ が 間提 しあ 

  
船 艇「「 「 
げ 。 首祭 日 

る 
代祀 本 
研と 民 

ノ Ⅰ 突風 俗 

格 」裕 展」 学 」 
，陸 俗 放 神 
の 学び 事 

有 
無 簾前 、 掲 笘 、 

三神 「 
三事 日 

  Ⅰ " 篇 "  本 民 
二歩 俗 

単辞 頁 、 照 。 
国 典 
文   

-358 

あ 

  

に祀酒 、 に） 酒 
注後 なの 

意 すも 々 る 、 文 化 
酒 

べ 猶猶 は 
ぎを の 非 
一重成 常 

神 

  
強神 い 意 か 目面 

五 

    
饗方 に 井 

    
  
浦祭以外 ほ （ ， 



グ
 
-
 
ソ
 

 
 

廻
し
ま
 

 
 

祖
神
と
い
 

 
 

行
為
 
ズ
に
つ
 

 
 

あ
っ
た
ろ
 

 
 

い
る
。
 
応
 

 
 

日
本
的
な
 

 
 

と
 称す
る
 

 
 

の
が
、
 
一
 

 
 

 
 

自
 ，
 
次
邑
 

 
 

理
し
た
の
 

 
 

づ
 
刀
自
に
 

 
 

る
 宗旦
 
社
 

 
 

其
他
 
の
 酒
 

 
 

る
も
の
が
 

 
 

る
の
で
、
 

 
 

祖
神
の
名
 

 
 

 
 

国々大名々がす 私信 異つ士 たのにく 仲 
へに 拠 彦の出るは 仰 こた） 、 と特麦 の々 我 

    

のののあ は と こ系   

  
次妻 神の小夫 称在 てる相持博し 者前 多の 

古 

ィ七 

出 
目 " 笘 
新 
考 

五 
ノ入 

359   
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五
九
 

  
的 か頭 ト 曲 、 区史   
主ら， 以 若と村別曲者   刀 。 
張 再来 、 力 象 しで 察 教   ｜ 

あ 

L ナ 
る 

近 
代 
性 

ら か近あ 化性 村 

  

。 代神   
再 の仕合つの 来で 
評反 の牡キ O ｜ るも 

 
 

和
朝
廷
を
 

 
 

各
氏
族
に
 

 
 

家
の
統
一
 

 
 

皇
室
を
め
 

 
 

置
づ
 げ
ら
 

 
 

が
 同
一
の
 

 
 

の
 系
譜
の
 

 
 

係
を
持
っ
 

 
 

に
 是
等
と
 

出
雲
国
の
神
々
と
の
結
合
が
重
点
を
な
し
て
い
る
。
 

橋
本
芳
契
 

 
 

太
子
、
 

 
 

の
 特
色
は
 

 
 

さ
と
深
さ
 

 
 

し
て
の
 相
 

 
 

の
 志
望
を
 

 
 

政
教
一
元
 

 
 

弘
法
を
承
 

 
 

宗
教
的
 個
 

 
 

寺
を
中
心
 

 
 

プ
リ
 
-
 
ヘ
ノ
 

0
 ）
 

 
 

レ
 下
帯
上
、
 

 
 

明
二
平
等
。
 

月
 

 
 

顕
一
」
一
木
 

ュ
 
Ⅰ
 

 
 

れ
る
特
色
 

面
 
 
 

 
 

過
去
の
 

 
 

ば
な
ら
な
 

 
 

が
 過
去
の
 

も
の
と
な
り
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。
 

太
子
維
摩
疏
の
思
想
的
特
色
に
つ
い
て
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我
 の
 軸
 

 
 

常
住
、
 
盤
 

 
 

 
 

の
 憧
が
れ
 

日 

本 

力尽 

け 
る 々 

無量 

輯禿貨 紫 菜 に 遼の   

婁 討 
花 の 

イ且 -- "- アユ 

仰に 山 

つ 

信 い 所場の #.L 
て 

勝   
と 三 、 か 稚い 体蓋う つ三之 逆命 

  

  

六
 O
 

 
 

は
歩
い
 

 
 

て
あ
る
 

 
 

た
 浄
土
教
 

 
 

の
 必
然
の
 

帰
趨
で
あ
っ
た
 -
.
-
 

 
 

経
 の
 他
 

 
 

什
 、
 曇
蛙
 

 
 

を
 通
じ
て
 -
 

 
 

膀
 以
来
、
 

 
 

群
 、
慈
恩
 

の
 祖
師
等
が
数
 

 
 

る
 。
 山
 

 
 

基
 、
菩
提
 

 
 

が
挙
 け
ら
 

 
 

だ
橘
 夫
人
 

 
 

、
新
明
、
 

 
 

、
我
国
に
 

 
 

 
 

年
 目
で
あ
 

 
 

 
 

大
 で
。
 
め
 

 
 

 
 

看
経
か
ら
 

 
 

 
 

寿
国
 と
解
 

 
 

 
 

。
工
法
華
 

 
 

 
 

 
 

。
世
間
 虚
 

361 
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文世空げ々神と 神神 は 素の ョ ぃ土 仮 

  神ので に 外あ                     上 
代 

  日 

本 
4 
於 
け 

  
る 
「 

が 

本 仰 
の 

系   

。 妙唯 
果仏 、 
と 是 
お真、 

とは 
無 、 里 
且 、 茶 
寿 、 羅 
の に 
イ一 一 一 一 口   

仰湯   
大破 - 
一 ナ @, ・） 
        は 
へり 士 寿、 
つ国 Ⅰ 
  
一と 

    
  甘 し は 

な浄 

 
 

 
 

 
 

は
 五
口
が
 

 
 

に
 追
遠
 振
 

 
 

 
 

、
 初
め
天
 

 
 

の
融
ム
 
Ⅱ
 現
 

 
 

 
 

 
 

さ
す
」
 神
 

 
 

あ
っ
た
。
 

 
 

（
し
の
 
ヰ
 ）
 
0
.
 

 
 

 
 

 
 

、
 之
等
 

 
 

に
は
此
等
 

 
 

が
み
」
 系
 

 
 

し
た
時
に
 

 
 

現
れ
、
 或
 

 
 

吉
二
草
木
 

 
 

神
 こ
と
あ
 

 
 

山
神
 

 
 

、
所
謂
 荒
 

 
 

 
 

し
 斎
主
 

を
 定
め
て
 崇
 、
恨
を
除
い
た
，
 

 
 

げ
た
 形
 

跡
 が
あ
る
。
 

Ⅰ
 
、
一
ノ
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出
 、
出
 

 
 

人
を
害
し
 

Ⅰ
・
 

l
@
 

 
 

色
魔
性
 

 
 

る
 
（
往
事
 

郡
 ）
。
 

 
 

り
と
林
ホ
 

 
 

語
 
（
韓
人
）
と
が
厳
に
戒
め
ら
れ
て
居
る
 
"
 

 
 

天
日
別
 

 
 

に
 乗
っ
て
 

 
 

は
 ぬ
も
の
 

つ
み
 
斥
 

を
罰
平
ひ
 山
川
を
佛
 し
地
 邑
を
定
め
た
し
と
い
う
。
 

 
 

と
 融
和
 

 
 

い
 退
治
の
 

 
 

り
 
（
肥
前
 

 
 

好
意
的
な
 

 
 

）
四
月
華
 二
 

 
 

天
下
諸
国
 

 
 

祭
の
対
象
 

 
 

「
・
 

天
 

 
 

て
 辞
意
 へ
 

 
 

を
守
り
、
 

 
 

向
け
よ
 さ
 

屋
こ
 

す
、
 和
し
は
ら
 ひ
 の
思
想
が
顕
著
で
あ
る
。
 

H
 
.
L
 
.
 バ
一
 
ソ
ン
ズ
博
士
 の
 

仏
教
批
評
に
つ
い
て
 

早
 

鳥
銃
 
正
 

 
 

試
論
 

 
 

ら
之
 e
 毛
 

 
 

力
 哲
学
と
 

 
 

男
性
に
つ
 

い
て
若
干
の
見
通
し
を
え
た
い
と
 
思
 -
 
フ
 。
 

 
 

べ
る
。
 

一
 、
ガ
ウ
タ
 
マ
 の
宗
教
生
活
に
関
す
る
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。
 

 
 

、
そ
の
 

解
答
の
真
実
性
を
説
明
評
価
す
る
。
 

 
 

ィ
 性
を
 

示
し
、
そ
れ
ら
の
一
々
に
誤
り
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
 

 
 

の
 思
想
 

の
 全
面
的
評
価
を
な
す
。
 

 
 

磐
的
 連
関
 

 
 

無
視
さ
れ
 

 
 

更
に
詳
論
 

 
 

ぅ
 答
え
る
 

 
 

た
 こ
 し
 

の
は
ら
 ひ
 な
り
け
り
（
拾
遺
和
歌
集
）
 

Ⅰ
、
一
一
 

ノ
 

鯛
呂
 



 
 

友
墓
が
立
 

 
 

を
 納
め
 

 
 

川
辺
も
し
 

 
 

霊
を
祀
っ
 

 
 

で
、
こ
れ
 

 
 

墓
地
を
大
 

 
 

な
る
と
、
 

 
 

る
か
ら
こ
 

 
 

と
し
て
 智
 

 
 

浄
土
宗
に
 

 
 

の
も
の
 ヰ
 
・
 
L
 

 
 

宗
派
の
如
 

 
 

し
て
寺
が
 

 
 

ぬ
る
こ
と
 

 
 

な
く
、
 そ
 

 
 

ら
 死
後
の
 

 
 

た
も
の
と
 

な
っ
て
お
る
。
 

 
 

来
る
。
 

 
 

埋
葬
の
墓
 

 
 

F
.
 

、
遺
骨
は
 

 
 

て
も
、
 別
 

 
 

両
墓
制
は
 

 
 

の
に
曹
洞
 

Ⅰ
、
二
一
 

/
 

手
蔓
 と
 
墓
守
 

１
：
浄
土
門
伝
播
の
 

l
 

一
 
形
態
 ｜
｜
 

原
田
敏
明
 

 
 

落
 内
に
 

 
 

未
来
 確
た
 

 
 

所
謂
 旧
仏
 

 
 

死
者
の
供
 

 
 

と
 、
そ
の
 

 
 

、
閂
で
も
 

る
 。
こ
れ
 

 
 

養
 寺
、
回
 

研
究
報
告
 

 
 

存
の
究
極
 

 
 

か
心
の
覚
 

 
 

乏
の
中
に
 

 
 

 
 

ア
 イ
 

 
 

 
 

従
っ
て
 

淫
 薬
を
否
定
す
る
。
 

 
 

を
 批
判
 

 
 

あ
る
。
 勿
 

 
 

わ
か
る
。
 

 
 

0
 基
盤
で
 

あ
り
急
務
で
あ
る
と
信
ず
る
。
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と
 名
づ
 

 
 

ヨ
す
 0
=
 

の
の
）
 

 
 

料
を
明
治
 

 
 

窺
い
 う
る
 

 
 

物
的
象
徴
 

と
し
、
（
 B
 当
 口
語
象
徴
に
対
比
す
る
 華
一
 

 
 

a
 、
 人
 

 
 

ぬ
と
夫
々
 

 
 

を
と
っ
た
 

 
 

女
 ・
婦
人
 

 
 

3
%
,
 狼
 ・
 

 
 

イ
 ・
 
杉
 ・
 
木
 

 
 

 
 

 
 

%
 ダ
ル
ペ
「
 

、
物
 

 
 

ナ
 
仁
一
一
一
 
7
 

 
 

光
は
三
八
 

平
野
孝
 
固
 

神
 象
徴
類
型
化
へ
の
 ア
 ブ
ロ
ウ
チ
 

 
 

に
お
い
て
 

極
め
 千
 -
 
類
似
し
だ
面
が
あ
る
と
い
え
よ
 う
，
 
（
事
例
ば
す
べ
て
省
略
し
 

亡
 ）
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尺 
一歴 
て ・ 史 

お的 

  
月旦 の 

ち世 
他界。 
の に 

何あ 
入 る 
と 人 
もは 

交代 深 
す般 
る 49 
こ な 行 
と 人 
の で 

  
め そ 
を の 

註 註註 め " 村高 を ぃ m ・ 様ま "  荒銭亀 欠る例 。 中 

縁 
観 

って 倉多 

ァ し 20 ， 一 

・ 神 ・ （ 集 ガ 桂平 に 

三社 烏 詩 神 託 録 。 以以均宙 ? 詫 
・ 料 ）   

袈で を 占索 り・同 約 制 し 、 ガあ 6 て ・ 



 
 

ぅ
 。
人
は
 

 
 

在
 的
に
は
 

 
 

か
故
に
人
 

 
 

へ
 ぎ
て
 二
め
 

 
 

が
 重
要
な
 

 
 

因
縁
と
は
 

 
 

条
件
づ
 け
 

 
 

時
代
が
降
 

 
 

れ
る
よ
 う
 

 
 

さ
れ
た
と
 

 
 

使
用
さ
れ
 

 
 

 
 

 
 

は
 有
の
論
 

 
 

ぺ
 -
 
ュ
 
で
き
に
 

 
 

の
 因
縁
 ｜
 

 
 

同
時
間
的
 

 
 

し
づ
」
に
 

 
 

縁
は
極
く
 

 
 

と
が
天
理
 

 
 

考
え
ら
れ
 

 
 

い
 う
 「
 根
 

 
 

め
 、
天
理
 

 
 

）
を
 、
生
 

 
 

来
た
か
、
 

研
究
報
告
 

体 な記いめおない 赤 る ばの 観 
験 こつさわらいわ 信がか 啓 、 対的 宗 

  

  

    

  
  

ょ間 性神性安永たかおの 
堆 

  
ら 的 にの と 求にすし 啓ち ぇ仰主 
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によ % ， -0 与 、 

  
9 つ子 0 
つ と 

共し 



宗
教
的
教
育
と
教
育
的
宗
教
 

藤
本
一
雄
 

 
 

」
 べ
 
・
 
-
 
エ
め
 

つ
て
、
決
し
て
「
宗
教
 
セ
授
 」
で
は
な
い
。
 

 
 

持
つ
て
 

 
 

で
な
け
れ
 

ぱ
 な
ら
ぬ
。
 

 
 

第
 に
立
 

 
 

一
の
確
信
 

 
 

と
を
主
張
 

 
 

念
 に
基
づ
 

 
 

ら
 主
観
的
 

 
 

的
 共
通
感
 

 
 

と
 名
づ
 け
 

 
 

性
的
な
も
 

 
 

り
 、
限
界
 

 
 

よ
 う
 に
 さ
 

 
 

論
理
に
お
 

 
 

や
リ
、
そ
 

 
 

て
い
る
と
 

い
わ
せ
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

6
7
 

 
 

 
 

 
 

が
 二
次
に
 

 
 

ホ
教
上
の
 

 
 

抑
 も
の
 目
 

 
 

い
 な
け
れ
 

 
 

。
宗
教
的
 

 
 

毎
に
神
仏
 

 
 

す
る
。
 こ
 

 
 

 
 

 
 

の
知
識
 

 
 

ぽ
に
 考
え
 

 
 

い
な
い
七
本
 

 
 

こ
の
目
的
 

 
 

な
 

十
二
 

 
 

秀
 な
人
物
 

 
 

%
 大
学
の
 

ま
木
教
授
は
 、
 

 
 

目
的
 

 
 

も
つ
」
 

（
「
教
育
的
人
間
」
五
頁
）
 

 
 

な
人
格
 

 
 

宗
教
価
値
 

 
 

が
 養
成
さ
 

 
 

け
れ
ば
な
 

 
 

れ
た
思
想
 



 
 

ら
か
で
は
 

 
 

点
 の
問
題
 

 
 

上
 に
救
済
 

の
 実
践
的
関
係
に
お
い
て
意
義
を
右
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

9
 人
間
 

 
 

0
%
 已
否
 

 
 

あ
り
、
 人
 

 
 

と
は
人
間
 

 
 

土
 は
こ
の
 

 
 

土
 は
か
か
 

 
 

が
ム
め
，
 

0
 。
 

 
 

よ
へ
 

%
 
ん
 ー
Ⅴ
 
コ
 

宗
教
の
生
活
形
成
に
果
す
・
役
割
に
つ
い
て
 

｜
 ・
真
宗
部
落
と
他
宗
部
落
と
の
比
較
調
査
 
｜
｜
 

 
 

堀
 

良
ト
 

 
 

（
人
口
 

 
 

奨
 移
住
せ
 

 
 

は
 文
化
 せ
 

 
 

停
年
間
 ま
 

 
 

大
輔
、
 初
 

 
 

ち
 
（
主
と
 

 
 

、
 @
 、
 
-
 
（
Ⅱ
 
@
 
ハ
し
 

六
七
 

星
 

・
野
元
 
豊
 

 
 

お
い
て
 

 
 

り
 、
そ
こ
 

 
 

て
い
る
 結
 

 
 

 
 

題
 は
か
っ
 

「
広
略
 
相
 

 
 

ハ
ル
・
 
ト
神
 

 
 

ば
な
ら
な
 

 
 

に
恩
 ぅ
 。
 

 
 

の
 結
び
っ
 

ぎ
の
構
造
を
詳
し
く
示
し
て
い
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
 

 
 

ま
で
 神
 

 
 

神
 ，
人
間
 

 
 

。
し
か
し
 

 
 

そ
れ
だ
け
 

研
究
報
告
 

 
 

育
上
 の
 精
 

 
 

点
は
、
教
 

 
 

併
合
す
る
 

 
 

げ
れ
ば
な
 

ら
な
い
わ
ば
で
あ
る
。
 

土
 

浄
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、
宗
教
 信
 

 
 

中
行
 ま
，
や
 

 
 

な
ど
の
 相
 

 
 

一
一
つ
の
 
農
 

 
 

っ
に
 反
映
し
 

 
 

来
て
い
る
 

か
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

ら
れ
れ
 

 
 

復
旧
開
墾
 

 
 

新
 軒
 百
姓
 

 
 

も
と
よ
り
 

 
 

の
た
め
 在
 

 
 

ら
れ
な
 

 
 

し
、
 ・
 
新
 Ⅱ
 
瑛
 

 
 

つ
プ
 
：
各
地
 

 
 

結
す
る
 傾
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

色
 の
あ
る
 

維
新
ま
で
 

映
し
 ノ
 
・
 
-
 
莱
 

よ
っ
て
 、
 

い
 。
一
方
 

0
 対
立
、
 

 
 

集
計
に
よ
 

 
 

清
規
制
力
 

 
 

途
中
、
 

 
 

を
 試
み
た
 

 
 

か
す
ゴ
 
～
ヴ
ア
 

白
 

 
 

と
な
し
。
 

 
 

の
 誰
を
か
 

 
 

文
 世
界
に
 

 
 

ヌ
ロ
 コ
リ
 
・
 

 
 

オ
ヰ
 
の
Ⅱ
 
叫
ゴ
け
 

 
 

り
五
 等
覚
 

 
 

り
 。
法
輪
 

 
 

お
い
て
、
 

 
 

律
 都
人
品
 

 
 

の
 
（
 
宙
レ
 十
方
 

 
 

は
 応
供
 

 
 

り
か
 
Ⅱ
 笘
 コ
リ
の
 

｜
 

 
 

口
目
円
ヰ
 

笘
 Ⅱ
 
芭
 ）
 

 
 

の
ロ
レ
 

曲
目
し
 

い
｜
 

 
 

ゆ
の
 如
 

  
あ 

  
道 得 

已 -" 一 日 - る と   

冒 乏 

増萱侵 Ⅰ   
A 

力 " "  の 起 
原 

霊 

鳳 
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松
野
純
孝
 

 
 

彼
の
宗
 

 
 

に
 悪
人
 工
 

 
 

人
を
対
象
 

 
 

、
い
わ
ば
 

 
 

く
 、
も
つ
 

 
 

 
 

 
 

の
 門
弟
 達
 

研
究
報
告
 

 
 

。
如
是
 語
 

 
 

次
の
如
 き
 

 
 

て
の
も
の
 

 
 

田
円
笘
｜
 

 
 

Ⅰ
：
そ
の
 

 
 

円
笘
円
は
 

"
0
 
そ
曲
 

 
 

オ
 a
.
 
ガ
ゆ
 
二
）
 

 
 

の
 他
に
打
 

 
 

円
ゴ
由
 

・
山
口
Ⅱ
。
 

 
 

同
じ
 7
%
 

 
 

ず
 こ
と
が
 

可
能
で
あ
る
。
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者 ら で散吏るに ら人 に世の寅 舎 然る未決 

  



 
 

%
 に
基
 

 
 

行
動
の
傾
 

 
 

を
 
使
用
 

し
た
。
 

 
 

作
 を
試
 

 
 

0
 等
が
い
 

 
 

し
た
も
の
 

 
 

の
 理解
が
 

 
 

の
場
と
し
 

 
 

げ
た
空
明
 

力
 
要
求
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

0
 分
析
 

 
 

を
す
る
 
時
 

 
 

性
の
全
体
 

 
 

 
 

無
い
 
け
 

 
 

或
は
対
自
 

 
 

、
宗
教
的
 

松
本
唯
一
 

綱
島
梁
川
の
宗
教
的
人
格
に
つ
い
て
 

道
端
 
良
秀
 

 
 

円
ル
ヰ
 

Ⅱ
 
@
@
 
一
一
一
 

 
 

経
 か
 行
わ
 

 
 

へ
ぎ
 こ
と
 

 
 

典
の
意
味
 

 
 

 
 

１
 
%
 平
め
 

 
 

成
 と
な
っ
 

 
 

流
伝
の
：
 ハ
 

 
 

る
六
セ
十
 

 
 

 
 

 
 

さ
と
広
さ
 

 
 

発
達
す
る
 

 
 

史
 の
影
響
 

力
 著
し
い
 

 
 

る
 梁
川
 

 
 

で
あ
ろ
う
 

 
 

ャ
ソ
と
し
 

 
 

的
 傾
向
を
 

 
 

境
 と
の
 関
 

連
 に
お
い
て
の
み
解
さ
れ
る
こ
と
で
な
か
ろ
う
か
，
 

中
国
に
於
け
る
観
音
信
仰
と
偽
経
 

ア
 
Ⅰ
 

七
 O
 

 
 



研
究
報
告
 

 
 

紋
 を
投
 

近
代
資
本
主
義
成
立
 期
 に
ち
け
る
新
教
運
動
 

の
 経
済
的
意
義
に
つ
い
て
 水

上
泰
三
 

を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

る
と
、
 

 
 

観
世
音
 詠
 

 
 

と
か
の
 名
 

 
 

一
般
庶
民
 

 
 

個
 女
瓦
 印
 

 
 

広
く
行
わ
 

 
 

0
 日
本
で
 

 
 

中
 最
も
庶
 

民
の
心
を
捕
え
た
も
の
の
よ
 う
 で
あ
る
。
 

 
 

に
 房
山
 

 
 

経
と
同
一
 

 
 

を
 知
り
得
 

 
 

の
説
と
、
 

 
 

な
ど
あ
る
 

 
 

わ
れ
て
 ぃ
 

る
か
ら
、
明
代
は
明
か
に
別
で
あ
る
。
 

 
 

又
、
 ト
一
 

 
 

祝
 し
え
な
 

二
件
 在
 と
な
っ
て
い
る
 

 
 

ム
、
特
 

 
 

影
響
を
認
 

 
 

が
ら
も
、
 

 
 

し
 、
後
者
 

 
 

る
に
至
 っ
 

 
 

木
主
義
 概
 

 
 

思
料
さ
れ
 

る
 。
 

 
 

力
 を
認
 

 
 

と
こ
ろ
 必
 

 
 

此
の
作
用
 

 
 

赤
裸
々
 な
 

 
 

積
極
的
に
 

 
 

さ
れ
て
お
 

 
 

資
 木
主
義
 

 
 

紅
 の
フ
 %
 

 
 

た
 課
題
と
 

 
 

げ
る
力
を
 

養
 う
 か
に
あ
っ
た
・
と
主
張
し
て
い
る
。
 

 
 

義
 概
念
 

 
 

、
 前
 近
代
 
 
 

七
一
 

3
7
 



三
原
 

顕
 

 
 

・
存
在
 

 
 

。
 而
し
ノ
 -
 

 
 

、
反
法
則
 

 
 

の
 闘
い
 ，
ど
 

 
 

て
 心
術
を
 

 
 

お
い
て
 認
 

め
ら
れ
る
も
の
て
あ
る
。
 

 
 

て
 神
に
 

か
か
わ
る
人
間
の
 
"
 
強
 き
 "
 態
度
と
な
る
。
 

 
 

す
る
。
 

 
 

定
 た
る
べ
 

 
 

に
 属
す
る
 

 
 

命
令
遵
奉
 

 
 

れ
を
拒
否
 

 
 

、
又
 -
.
 

て
の
 

 
 

 
 

 
 

と
に
歴
史
 

 
 

間
 て
あ
っ
 

 
 

 
 

ヵ
ン
ト
 に
於
け
る
神
へ
の
か
Ⅰ
わ
り
 方
 

宮
本
正
尊
 

 
 

哲
人
に
 

 
 

、
仏
教
 時
 

 
 

的
に
新
時
 

 
 

カ
ル
マ
 て
 

 
 
セ
 一
一
 

 
 

に
 為
さ
ね
 

 
 

覚
し
木
性
 

 
 

則
の
浸
透
 

 
 

ら
ぬ
，
 
グ
 

 
 

る
 事
が
可
 

 
 

文
学
の
世
 

 
 

革
命
こ
そ
 

 
 

自
ら
を
 再
 

 
 

を
体
得
 す
 

 
 

 
 

の
に
た
 り
 

 
 

宗
教
と
し
 

甲
 浪
界
を
も
っ
と
い
う
 @
 一
と
は
避
 げ
ら
れ
な
い
。
 

 
 

な
る
人
 

 
 

に
た
 ュ
し
 

 
 

 
 

 
 

オ
ア
 
マ
に
就
い
て
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見
ら
れ
 

 
 

思
惟
方
法
 

 
 

本
 信
条
的
 

 
 

列
は
 つ
い
 

 
 

そ
の
中
に
 

 
 

ゴ
 げ
 す
ヰ
 
①
コ
 
ン
 

を
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
見
出
し
得
る
。
 

 
 

の
 0
 オ
而
弓
 

諸
井
 
慶
徳
 

宗
教
的
思
惟
に
於
け
る
類
型
の
階
層
、
特
に
 

ユ
ダ
ヤ
教
宗
教
暦
学
を
手
が
か
る
と
し
て
 

 
 

法
の
同
時
 

 
 

土
 の
も
の
 

 
 

相
続
を
示
 

 
 

陣
法
が
絶
 

 
 

先
体
 法
て
 

 
 

と
こ
ろ
の
 

 
 

覚
妄
相
の
 

 
 

は
 無
明
菜
 

 
 

る
の
で
あ
 

 
 

門
 は
そ
の
 

王
要
 部
門
と
称
し
て
 何
 な
り
と
信
ず
る
。
 

七
 ，
 
四
 

S
 
行
 

 
 

ユ
ダ
ヤ
教
 

 
 

他
面
キ
リ
 

 
 

を
 受
け
る
 

 
 

哲
学
に
つ
 

 
 

ソ
 に
あ
っ
 

 
 

学
 主
義
的
 

 
 

ん
 
化
に
 
キ
め
 

 
 

的
及
び
 べ
 

 
 

ユ
ダ
ヤ
 

教
 信
条
を
分
析
し
得
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

表
面
に
 

 
 

最
も
明
瞭
 

 
 

惟
の
当
事
 

 
 

 
 

 
 

明
 な
意
識
 

 
 

意
識
的
で
 

 
 

結
果
で
あ
 

 
 

様
式
乃
至
 

 
 

あ
る
と
い
 

 
 

通
し
て
、
 

 
 

、
，
 
て
の
 背 

 
 

㈲
に
気
付
 

 
 

例
え
ば
 キ
 

 
 

て
あ
り
、
 



 
 

、
そ
の
 

そ
の
ま
ま
が
直
ち
に
明
ら
か
で
は
な
い
事
が
多
い
。
 

 
 

 
 

は
か
ら
れ
る
こ
と
は
、
 

 
 

 
 

る
 。
け
れ
ど
も
反
面
に
 

 
 

 
 

ら
が
必
ず
し
も
、
組
織
と
 

 
 

 
 

で
し
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
 

 
 

。
僧
伽
が
 

の
 顧
慮
が
払
わ
れ
る
べ
 
き
 て
あ
る
。
 

 
 

時
に
は
 

 
 

具
体
的
に
 

十
分
行
届
い
た
考
察
が
出
来
な
い
て
あ
ろ
う
：
 

 
 

、
一
地
域
 

 
 

全
教
徒
を
 

 
 

、
全
一
酌
 

教
団
の
組
織
に
つ
い
て
 

 
 

も
 観
念
的
 

 
 

に
は
四
方
 

諸
 

声
素
純
 
 
 

至
行
動
の
 

 
 

 
 

見
て
も
、
 疑
 い
 な
 入
れ
 

 
 

 
 

教
団
と
は
、
そ
の
 
全
 

 
 

 
 

も
 、
具
体
的
に
全
体
と
し
 

 
 

 
 

な
い
こ
と
を
知
る
の
で
あ
 

る
 。
 

 
 

の
点
は
 、
 

 
 

、
組
織
化
 

 
 

。
宗
教
と
 

デ
ア
 ポ
 ィ
 
の
神
託
に
つ
い
て
 

 
 

よ
う
な
 自
 

 
 

い
わ
ぬ
 る
 

柳
沼
重
 
刷
 

 
 

も
の
が
あ
 

 
 

 
 

人
ヘ
ジ
 
 
  
 

研
究
報
告
 

七
五
 

 
 



 
 

神
託
が
 執
 

 
 

両
 よ
有
一
 

ト
共
 

 
 

で
あ
る
，
 

 
 

制
か
ら
 貴
 

 
 

不
安
、
 そ
 

 
 

め
マ
 
の
一
に
至
 

 
 

い
て
正
義
 

 
 

と
 説
い
た
 

の
で
あ
る
 

 
 

っ
 こ
と
 

 
 

に
 と
つ
で
 

 
 

か
か
わ
ら
 

 
 

つ
い
に
 救
 

 
 

教
の
限
界
 

 
 

 
 

 
 

め
つ
 た
の
 

 
 

と
 多
く
を
 

 
 

く
 の
ま
 
、
｜
 

 
 

な
 神
話
を
 

 
 

て
い
る
）
 

 
 

で
は
な
い
 

 
 

の
話
の
・
 
こ
 

 
 

事
例
も
な
 

 
 

さ
え
そ
 う
 

 
 

、
彼
等
 

 
 

な
っ
た
。
 

 
 

所
 と
す
る
 

 
 

に
 与
え
て
 

屋
 だ
。
 

 
 

万
 

 
 

依
り
所
と
 

 
 

つ
ム
 
」
。
 
現
 

 
 

に
 、
巫
祝
 

 
 

活
は
貧
窮
 

 
 

 
 

 
 

の
風
俗
 

 
 

等
 淫
祠
に
 

 
 

を
 打
破
す
 

後
漢
に
於
け
る
民
間
信
仰
の
一
考
察
 

安
居
香
山
 

セ
 Ⅰ
 
ハ
 

 
 

頭
徹
尾
具
 

 
 

対
す
る
 罰
 

 
 

ら
れ
て
い
 

 
 

こ
レ
 
Ⅰ
 ム
イ
 
坂
下
 

す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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永
遠
と
時
間
 

柳
田
文
 
信
 

 
 
 
 

自
然
 理
 

 
 

埋
ヱ
。
 
ユ
 Ⅰ
 

 
 

に
 全
体
的
 

か
つ
完
全
な
所
有
（
 ボ
エ
 チ
ュ
一
ス
）
。
 

 
 

と
書
 ぅ
よ
 

 
 

怖
が
、
遥
 

か
に
強
か
っ
た
為
で
あ
る
。
 

 
 

風
見
 俗
 

 
 

つ
で
あ
る
 

 
 

時
の
淫
祠
 

 
 

の
 態
度
を
 

知
る
事
が
出
来
る
。
 

 
 

に
よ
つ
 

 
 

批
判
す
る
 

 
 

 
 

め
ぐ
る
 

 
 

げ
る
民
間
 

 
 

 
 

，
し
か
 

 
 

 
 

、
永
遠
 と
 

は
 時
間
に
対
す
る
神
の
王
権
の
表
示
（
 
フ
ソ
 ソ
 チ
 一
）
 

 
 

対
し
 認
 

 
 

識
を
抑
圧
 

 
 

一
 で
 攻
撃
 

 
 

だ
が
、
 永
 

 
 

す
る
眼
圧
 

 
 

ソ
ド
 ）
。
 

Ⅱ
時
間
（
固
有
領
域
、
創
造
論
、
人
聞
 論
 ）
 

 
 

の
の
 教
 

 
 

傾
く
。
㈲
 

 
 

の
コ
 
が
 ロ
 
0
 鍍
 一
曲
 

 
 

し
、
ま
 

 
 

を
 構
成
す
 

る
 。
 

 
 

を
 神
話
 

 
 

史
 批
評
 主
 

 
 

出
会
い
に
 

 
 

問
題
に
還
 

元
 さ
れ
る
 

 
 

教
理
に
 

 
 

能
 。
㈲
 永
 

 
 

る
 。
㈲
 ロ
 

セ
セ
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旧
約
詩
篇
中
の
王
の
苦
悶
に
就
い
て
 

は
 

本
一
郎
 

 
 

 
 

は
、
現
 

 
 

ク
リ
ス
 

 
 

中
に
求
め
 

る
の
が
、
今
回
の
 
一
 試み
で
あ
る
。
 

 
 

る
 王
の
詩
 

 
 

形
態
は
見
 

 
 

、
上
、
二
一
、
 

ノ
 

 
 

の
 苦
悶
 形
 

 
 

等
 ）
。
 興
 

 
 

と
し
て
の
 

 
 

連
な
る
 苦
 

 
 

れ
ら
は
 病
 

 
 

る
 。
㈲
 新
 

 
 

造
物
の
生
 

 
 

え
 た
。
㈲
 

 
 

 
 

 
 

決
を
特
別
 

啓
示
の
法
廷
に
求
め
た
こ
と
は
全
く
正
し
い
。
 

「
教
行
信
証
上
に
於
け
る
救
済
の
論
理
 

山
本
正
文
 

 
 

故
に
 

 
 

 
 

 
 

得
る
。
㈹
 

 
 

て
い
る
 場
 

 
 

と
 描
写
 

 
 

呪
誼
 
（
一
一
 

 
 

）
㈹
民
族
 

 
 

悶
 」
（
 シ
 

 
 

形
態
を
 

構
成
し
て
い
る
事
が
任
目
さ
れ
る
。
 

 
 

め
る
 義
 

 
 

「
神
主
」
 

 
 

が
 試
み
 ろ
 

 
 

イ
ス
ラ
 ヱ
 

 
 

い
る
事
実
 

 
 

老
の
中
に
 

 
 

、
予
言
職
 

 
 

の
で
あ
 

る
 。
 

七 
ノ天 

379 



 
 

さ
れ
た
 

 
 

ス
を
 彼
自
 

身
の
体
験
に
即
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

が
 自
ら
 

 
 

り
 、
発
願
 

 
 

成
 で
あ
っ
 

 
 

に
 自
己
と
 

 
 

 
 

し
て
い
る
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 法

の
時
機
 

か
か
る
 時
 

ク
を
 内
に
 

る
 「
救
済
 

一
体
の
論
 

 
 

て
 歴
史
的
 

現
実
に
現
成
す
る
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

間
流
の
 

 
 

六
助
に
田
 

 
 

号
 を
聞
 信
 

 
 

に
 遭
遇
す
 

 
 

を
 突
破
し
 

 
 

の
方
向
に
 

研
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380 

宗
教
的
行
道
と
し
て
の
「
 観
 二
の
研
究
 

l
 ：
特
に
カ
ル
メ
ル
派
神
秘
神
学
の
 

0
 巾
コ
荻
う
つ
 

p
p
 

由
 o コ
を
 中
心
に
し
て
，
 ｜
 

横
山
 
荷
秀
 

 
 

ナ
 、
宗
教
 

 
 

な
り
、
 宗
 

 
 

個
人
の
経
 

 
 

教
理
面
に
 

 
 

「
 
観
 」
 を
 

 
 

｜
 念
仏
 ｜
 

 
 

神
秘
神
学
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

基
盤
的
 領
 

 
 

。
原
理
的
 

 
 

に
，
 
て
の
 高
 

 
 

に
 対
す
る
 

 
 

メ
ル
派
の
 

セ
九
 

 
 

時
間
の
二
 

 
 

撰
悔
 悔
恨
 

 
 

て
 媒
介
さ
 

 
 

り
、
 聞
の
 

構
造
で
も
あ
る
。
 



陸
 修
 辞
 

散
史
上
に
 

に
は
立
て
 

吉
岡
 
義
豊
 

 
 
 
 
 
 

 
 

頂
点
的
段
 

 
 

ハ
 
レ
ヴ
 
の
 亡
 Ⅰ
の
）
 

 
 

の
 -
 
意
識
の
 

 
 

ヱ
 。
二
ヵ
 、
 

 
 

わ
れ
る
 

 
 

と
な
り
、
 

 
 

こ
ろ
で
あ
 

 
 

2
 目
が
（
）
 
、
 

 
 

こ
そ
 神
か
 

 
 

依
存
す
る
 

 
 

の
の
隼
の
 

0
 コ
｜
 

 
 

融
合
は
習
 

 
 

一
切
の
執
 

 
 

ら
ず
、
 こ
 

 
 

Ⅰ
 ゴ
り
 
ト
目
の
の
 

隼
 

n
o
 
コ
 （
の
ぎ
 
巨
 笘
己
 コ
が
 必
要
て
あ
る
 

劉
 宋
の
道
士
 陸
修
静
は
 つ
い
て
 

八
 ①
 

 
 

渤
の
夏
 

 
 

が
出
 

 
 

 
 

義
煕
二
 

 
 

帝
大
 

 
 

、
 元
微
 

 
 

あ
り
。
 

 
 

と
 争
論
 

 
 

す
る
 ょ
 

に
、
 惨
め
な
敗
北
に
終
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
 

 
 

）
は
 陸
 

 
 

彼
は
道
 

 
 

目
録
 書
 

 
 

ぅ
が
、
 

 
 

玩
 孝
経
 

 
 

必
要
が
 

 
 

つ
た
と
 

 
 

ろ
 う
と
 

わ
れ
る
。
 

 
 

く
ま
と
 

 
 

て
承
知
 

ィ
 -
 
い
 人
ん
 
お
 」
 
主
 守
ム
」
Ⅱ
 

い
 

しめ ， 思伝 あ のこ は 経修 ぅ し 五 % 年 来示 引 

@ Ⅰ 柁 

モ脊ヨ Ⅰ 
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い
て
そ
の
 

 
 

異
な
る
 意
 

 
 

（
 
く
の
ぺ
 

の
 
T
 

 
 

他
 な
ら
な
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

 
 

 
 

向
を
本
質
 

 
 

法
的
に
）
 

 
 

Ⅱ
 0
 「
（
 

下
 ）
 

 
 

。
 ず
 。
 
ヘ
ノ
 
：
 

 
 

の
中
で
人
 

 
 

と
は
一
層
 

 
 

様
の
意
味
 

 
 

 
 

 
 

て
こ
 ヵ
 
Ⅰ
 

 
 

ら
れ
る
，
 

 
 

が
 +
 
め
 プ
 
の
 

米
田
順
三
 

体
験
の
表
現
に
つ
い
て
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と に 態 る と ク は面を 
註体援 にがな う 象の与 

  

せ 仁 Ⅰ レす く （ ～ 

  ト 。 Ⅱ・の・の く o ニ 
四 ミ 
    

もはの続も ィ 化は 
の 常状すのや 財内   

ち点、 

にが " " 回 l 巴 、 
倍大に 清 関 仰の 十 体二一 

沢 
満 
之   ｜ 決 走， と 思 、 @ の 、い ち 

すぅ 理 
る ・ -. 学 

け 
る 
イ二 一 一 口   

八 ひ 、 理 の 
  

形   
い前る 

るのと と 生 " 平 い活注   
での べ 
おう ぎ 



 
 

ぇ
 ら
れ
る
 

 
 

、
精
神
的
 

 
 

現
状
と
理
 

 
 

が
キ
 -
 
れ
で
 

 
 

た
な
る
 誕
 

 
 

値
の
転
換
 

に
よ
っ
て
 、
事
 -
 
態
が
再
構
造
化
さ
れ
る
か
ら
だ
と
い
う
，
 

 
 

解
し
よ
 

 
 

唆
を
汲
み
 

 
 

目
の
確
立
 

 
 

な
い
。
直
一
 

 
 

東
京
大
学
 

 
 

、
 既
に
早
 

 
 

よ
い
，
 た
 

 
 

め
に
は
、
 

 
 

肺
結
核
、
 

 
 

々
が
 ，
て
れ
 

 
 

動
 き
 一
寸
 

 
 

を
 追
い
っ
 

 
 

を
 一
転
す
 

 
 

意
味
は
全
 

 
 

に
乗
 托
し
 

 
 

な
り
。
」
 

 
 

の
 立
場
か
 

文 3 

条だむ かげの 集を 落 " わ教的 宗教 る世害 。 紀を初のく二 のも ナ・ ","% ， ‥ - レ の チ   
ら 狐ををまた的其彼 後受期は 摂折 メ 
す立 蓮見たし コ 同 5 半 げに アめ 興 り ア 
る し 想学サはソ 社はにて 輿 l て宗カ   

ー ｜ カ ソ 

  

慣農アら を業メ も よ コタ で離宴 いれ 往 轄礼ハキ 々 派ッ り、 がも 主 - の保 
ゴ 守 的 
田刀、 

ドそ代い ッ l 清 

諸宗 か生ラ ュ   

満 5 
之す 
はれ 
  
新   
しす   
自 ， @ - 
己 @ 丈 

  
遇 は 
と Y 式 
@@ ア 爾 
穫に 
得割 
寸切 八 
るれ 二 
@   
至あ 

アジ           
ス って 
( ナ ラ 
ヰ ・ い 

あ ぅ 

る形 。 で 



出
羽
三
山
信
仰
と
村
落
社
会
 

 
 

 
 

 
 

宗
教
が
 

複
 

 
 

的
 、
歴
史
 

 
 

を
 伴
 う
 
。
 

 
 

図
か
ら
で
 

 
 

辺
 村
落
で
 

 
 

不
教
生
活
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告
 

 
 

し
、
 概
し
 

 
 

は
 原
則
と
 

l
 ニ
 ヰ
 の
社
会
か
ら
離
脱
し
た
な
」
 

 
 

参
加
す
 

 
 

結
婚
は
原
 

 
 

度
 婦
人
と
 

結
婚
し
て
帰
っ
て
ぎ
た
例
も
あ
る
。
 

 
 

6
 機
械
 

 
 

ぃ
 器
具
を
 

 
 

化
に
適
応
 

 
 

的
 共
同
社
 

会
も
変
革
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
状
況
に
あ
る
，
 

 
 

郡
 念
珠
 グ
 

 
 

最
上
郡
 舟
 

 
 

 
 

山
形
県
東
田
川
郡
大
和
村
 廻
館
 

に
 於
け
る
三
山
信
仰
 池

上
 
底
正
 

 
 

」
で
 よ
 
，
，
 

・
 

 
 

あ
り
、
 

 
 

戸
数
一
ム
ハ
 

 
 

く
 、
 又
転
 

 
 

回
 、
地
縁
 

 
 

と
 組
織
の
 

上
に
も
現
れ
る
。
 

 
 

が
 崩
壊
 

 
 

（
 
自
 =
.
 

入
神
 

 
 

議
員
は
回
 

 
 

全
く
ば
ら
 

 
 

は
 自
由
 で
 

 
 

。
代
参
 老
 

 
 

す
る
と
 講
 

は
 解
散
し
 、
 新
に
編
成
す
る
。
 

 
 

り
、
精
 

 
 

殿
山
 、
月
 

八
三
   

384 



山
形
県
最
上
郡
舟
形
村
の
三
山
 講
 

 
 

啓
 

梅
 

Ⅱ
 

 
 

掛
金
 

 
 

家
に
帰
ら
 

 
 

 
 

 
 

松
の
板
を
 

 
 

一
山
上
 

 
 

多
 ：
か
貫
 

業
者
 弓
 
・
 
ん
 -
.
 

～
 二
 と
の
反
映
 /
 

 
 

の
 特
色
 

 
 

織
ィ
 ・
・
 

-
,
 

め
，
 
。
 

 
 

り
 。
一
が
 
サ
石
 

 
 

内
行
事
 左
 

 
 

@
 
。
 
ヱ
籠
 り
 、
 

 
 

念
珠
 グ
 

 
 

年
は
 右
上
 り
 

 
 

複
雑
な
 村
 

 
 

、
 若
し
今
 

 
 

億
組
織
の
 

 
 

如
何
ム
 目
ん
 

方
向
に
進
む
か
が
興
味
深
い
 

 
 

八
四
 

 
 

 
 

 
 

上
郡
、
 及
 

 
 
 
 

行
わ
れ
て
 

舌
は
、
後
 

 
 

結
果
 つ
 -
 
あ
 

 
 

 
 

月
 中
旬
 

 
 

る
 ・
参
拝
 

 
 

 
 

 
 

お
 参
り
を
 

 
 

に
田
鹿
 す
 

 
 

の
 集
会
 ィ
 
・
 
-
 

 
 

家
 毎
に
 所
 

 
 

 
 

 
 

は
 厳
重
な
 

 
 

で
な
い
も
 

 
 

湯
殿
山
、
 

 
 

て
お
参
り
 

 
 

散
ず
る
 ，
 

 
 

牙
 
，
Ⅰ
、
 
卸
 、
 

 
 

移
住
者
を
 

 
 

原
 講
な
ど
 

 
 

行
人
の
集
 

 
 

強
い
。
 こ
 

 
 

織
 の
一
つ
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入
瓦
 

3
8
 

高
木
き
よ
子
 

 
 

｜
け
ィ
一
 

㍉
 一
汀
 

 
 

直
接
関
係
 

 
 

最
上
部
 舟
 

 
 

小
岩
川
に
 

 
 

信
仰
と
、
 

一
般
の
信
仰
生
活
と
の
関
連
に
つ
い
て
観
察
し
た
 

 
 

映
し
て
 

 
 

仁
ノ
て
い
 

 
 

に
み
わ
 れ
 

 
 

関
連
し
 ノ
 
。
 
-
 

 
 

い
る
，
 ，
リ
 

岩
川
の
「
 卜
 九
の
羽
 黒
 ま
い
り
」
は
 -
 
て
の
例
で
九
 ろ
 

 
 

夫
々
 

 
 

れ
て
い
る
 

 
 

仰
的
 要
素
 

 
 

長
沢
 し
、
 

 
 

人
数
に
よ
 

 
 

に
 仲
仕
 の
 

0
 例
を
示
し
て
い
る
・
 

-
 

れ
落
 社
会
に
於
け
る
女
性
の
信
仰
生
活
 

舌
ロ
茂
才
，
 
の
 

「
二
面
或
は
岩
木
山
）
 

 
 

を
 拝
む
 

 
 

た
 ，
 各
村
 

 
 

五
十
歳
 男
 

 
 

6
 々

一
二
 

 
 

行
っ
た
。
 

 
 

の
一
 都
に
 

（
三
山
信
 

仰
 ）
 

 
 

測
地
に
 

 
 

㏄
が
Ⅱ
 

ィ
づ
 
（
㏄
 

礼
拝
、
供
物
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
 

概
し
て
、
し
き
た
り
と
な
っ
て
い
る
 

映
し
て
困
難
苦
悩
の
打
開
策
と
し
 

謝
 、
或
は
、
霊
魂
 観
 と
な
 二
 ・
 
-
 
あ
ら
 

幾
分
み
ら
れ
ろ
か
、
 
ヱ
 -
 
の
 原
因
の
 
一
 

る
，
 即
ち
、
三
山
信
仰
が
最
も
強
く
 

諸
穂
の
 タ
ア
，
も
ま
 む
し
く
、
一
般
 

強
い
面
と
否
定
的
の
面
と
お
り
、
 
こ
 

つ
て
い
る
・
講
の
種
類
も
多
い
。
 
小
 

山
 信
仰
に
も
一
般
の
信
仰
の
上
に
も
 

山
へ
の
宗
教
意
識
 

㏄
啄
は
こ
れ
を
行
っ
て
い
る
が
 "
 

，
 
・
 
-
 
れ
は
、
個
人
の
宗
教
意
識
に
反
 

て
 神
仏
に
祈
る
態
度
、
神
仏
へ
の
 盛
 

わ
れ
て
い
る
，
三
部
落
間
の
差
異
は
 

っ
に
 三
山
信
仰
の
強
さ
が
考
え
ら
れ
 

、
 広
く
行
わ
れ
て
い
る
長
沢
で
は
、
 

に
 信
仰
が
厚
い
，
 
廻
館
は
 、
信
仰
の
 

0
%
 域
 の
何
億
的
な
三
山
 講
と
相
侯
 

岩
川
は
、
漁
村
と
い
う
性
格
が
 、
三
 

、
 著
し
く
反
映
し
て
い
る
。
 

野
村
暢
 
清
 



 
 

か
考
ん
 -
 
つ
 

 
 

と
 オ
向
顔
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

動
し
プ
 

 
 

こ
れ
る
の
 

人
々
の
 m
 
へ
の
宗
教
的
態
度
の
中
核
で
ふ
り
源
泉
で
 

 
 

」
の
 登
 

 
 

仰
と
要
っ
 

 
 

は
一
 ・
身
の
 

 
 

て
 い
ろ
 

 
 

か
神
社
や
 

 
 

呼
ん
だ
も
 

 
 

登
り
 

 
 

誌
 さ
れ
て
 

 
 

執
意
識
に
 

 
 

宗
教
的
態
 

度
は
男
子
よ
り
強
い
様
で
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